
国
造
制
と
大
化
改
新

…
大
化
前
代
の
支
配
構
造

北

康

宏

門
要
約
】
　
本
稿
は
、
孝
徳
朝
立
評
が
先
行
す
る
如
何
な
る
地
域
編
成
を
前
提
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
の
か
を
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
化
前
代
の
地
域
編

成
は
、
〔
A
〕
国
造
－
県
稲
置
－
国
家
民
、
〔
B
〕
大
小
屯
倉
の
伴
造
…
部
民
、
と
い
う
国
画
を
構
成
す
る
二
つ
の
支
配
系
統
と
、
〔
C
〕
王
・
臣
連
伴
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ

ー
入
部
・
部
曲
と
い
う
私
的
領
有
の
系
統
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
〔
A
〕
は
、
①
別
の
貴
種
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
五
世
紀
以
来
の
宗
教
的
族
制
的
秩
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ト
モ
チ

た
る
く
プ
レ
国
造
制
〉
、
②
国
宰
発
遣
を
受
け
て
部
内
支
配
を
実
現
し
た
〈
国
司
国
造
制
〉
と
い
う
二
段
階
を
経
て
発
展
し
た
。
『
階
書
騙
に
み
え
る
八

十
戸
は
、
①
の
段
階
の
国
造
領
編
成
の
遺
制
で
あ
る
。
②
は
八
月
紫
黒
二
月
朝
集
の
サ
イ
ク
ル
を
も
つ
地
方
監
察
制
度
で
、
西
国
等
で
は
推
古
朝
ま
で
に

は
確
立
。
〔
B
〕
〔
C
〕
は
公
私
の
差
は
あ
る
が
ミ
ヤ
ケ
と
い
う
共
通
の
淵
源
を
有
し
、
六
十
芦
単
位
で
編
成
。
改
新
詔
の
郡
の
等
級
規
定
は
、
〔
B
〕

〔
C
〕
が
く
国
司
国
造
制
〉
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
六
十
戸
・
八
十
戸
と
い
う
異
質
な
秩
序
を
里
に
見
立
て
て
一
元
的
に
摺
り
合
わ
せ
る
た

め
の
換
算
数
値
で
あ
っ
て
、
ま
ず
五
十
戸
編
成
を
遂
行
す
る
主
体
と
し
て
評
は
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
史
林
九
四
巻
一
一
号
　
一
一
〇
＝
年
三
月

国造制と大化改新（北）

は
し
が
き
二
つ
の
郡
の
等
級
規
定

日
本
古
代
の
郡
の
等
級
は
、
戸
令
2
定
郡
条
で
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

凡
郡
、
以
二
廿
里
以
下
十
六
里
以
上
「
為
罵
大
郡
↓
十
二
里
以
上
為
二
上
郡
↓
八
里
以
上
為
二
中
郡
↓
四
里
以
上
為
二
下
郡
ハ
楽
弓
以
上
為
一
小
郡
幻

こ
の
一
見
整
然
と
し
た
区
分
も
、
詳
細
に
見
る
と
、
な
ぜ
大
要
が
2
0
～
1
6
里
の
五
里
の
幅
に
、
上
郡
か
ら
下
郡
に
至
る
ま
で
は
各
々
1
5
～
1
2
里
、

（235）1
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11

`
8
里
、
7
～
4
里
の
如
く
四
里
の
幅
に
、
そ
し
て
小
郡
で
は
3
・
2
里
の
二
里
の
幅
に
と
不
均
等
に
分
割
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
上
限
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
な
ど
不
可
解
な
点
が
多
い
。
他
方
、

大
化
改
新
詔
の
第
二
条
の
副
文
に
は
、
令
制
と
は
異
な
る
郡
の
等
級
規
定
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
凡
郡
、
以
二
四
十
里
一
一
二
大
郡
↓
三
十
里
以
下
四
里
以
上
為
二
中
郡
↓
三
里
為
二
小
郡
つ
其
郡
司
並
取
下
国
造
性
識
清
廉
堪
二
時

　
務
一
者
b
為
二
大
領
少
二
四
強
意
聡
敏
工
一
一
書
算
一
幕
、
為
二
主
無
主
帳
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

後
半
の
郡
司
の
任
用
に
お
い
て
国
造
た
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
な
ど
、
旧
制
を
濃
厚
に
残
す
規
定
で
あ
る
。
前
半
も

戸
令
の
規
定
と
大
き
く
相
違
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
分
割
基
準
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
し
て
み
る
と
両
者
の
間
に

は
密
接
な
関
係
が
確
認
さ
れ
る
。
即
ち
、
定
郡
条
の
区
分
は
改
新
詔
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
の
上
限
を
な

す
数
字
4
0
と
3
0
と
を
半
分
の
2
0
と
1
5
に
し
た
う
え
で
、
中
郡
内
部
を
上
中
下
の
三
つ
に
均
等
細
分
し
た
結
果
な
の
で

あ
る
（
図
1
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
前
者
が
よ
り
本
源
的
な
枠
組
み
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
改
新
詔
立
郡
規
定
の
数
列
に
基
準
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
令
規

定
よ
り
も
さ
ら
に
異
常
な
歪
み
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
歪
み
こ
そ
、
立
郡
（
立
評
）
の
歴
史
的
前
提
を
な
す
秩
序
を

投
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
化
前
代
の
地
域
編
成
を
探
る
一
つ
の
重
要
な
手
掛
り
を
我
々
に
与
え
る
も
の
な
の
で
あ

る
。　

改
新
詔
の
郡
の
規
模
に
か
な
り
の
格
差
が
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
早
く
坂
本
太
郎
氏
は
「
唐

制
戸
の
多
少
に
よ
っ
て
県
を
上
中
下
に
分
か
つ
た
こ
と
（
七
会
要
急
七
＋
所
要
武
徳
令
）
な
ど
に
倣
ふ
所
あ
る
の
で
あ

ら
う
。
し
か
し
彼
の
規
定
は
戸
五
千
を
上
県
と
し
、
以
下
千
戸
以
上
を
標
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
大
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
は
非
常
な
隔
た
り
が
あ
る
か
ら
、
郡
の
大
き
さ
に
つ
い
て
の
標
準
は
、
こ
れ
迄
の
地
方
区
画
、
県
の
大
き
さ
な
ど
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国造制と大化改新（北）

が
参
考
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
し
て
、
大
化
前
代
の
地
域
編
成
の
投
影
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
視
角
を
提
示
し
て
い
た
。
し
か
し
も

う
一
歩
進
め
て
、
①
な
ぜ
三
十
里
か
ら
四
里
ま
で
と
い
う
大
き
な
幅
に
中
郡
を
当
て
る
不
均
衡
な
分
割
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
換
毒
す
れ
ば
、

四
十
里
と
三
里
だ
け
を
な
ぜ
特
別
枠
と
し
て
設
定
し
た
の
か
、
②
全
体
が
4
と
3
と
を
基
本
数
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

何
か
、
③
「
四
十
里
以
下
」
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
三
十
九
里
か
ら
三
十
　
里
ま
で
の
問
が
空
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い

て
は
未
だ
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
「
以
下
」
が
脱
落
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

木
和
夫
氏
も
雷
う
よ
う
に
、
ま
ず
は
史
料
の
語
る
が
ま
ま
に
理
解
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ま
た
、
里
数
に
基
づ
く
郡
の
等
級
付
け
が
改
新
詔
に
ま
で
遡
る
と
な
る
と
、
問
題
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
く
る
。
と
い
う
の
も
、
年
令
2

の
そ
れ
は
条
文
の
相
互
関
係
か
ら
五
十
戸
一
里
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
を
大
化
の
制
に
そ
の
ま
ま
遡
及
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
え
ば
、
話
は
別
だ
か
ら
で
あ
る
。
孝
徳
朝
に
お
け
る
立
華
の
前
提
に
五
十
戸
制
と
い
っ
た
地
域
編
成
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
さ
も
な
く
ば
等
級
設
定
は
如
何
に
し
て
可
能
な
の
か
、
当
規
定
は
孝
徳
朝
の
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
。

　
里
制
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
恵
介
氏
が
今
日
の
通
説
的
理
解
を
打
ち
立
て
て
お
り
、
「
里
の
編
成
は
郡
内
を
標
準
課
口
数
に
基
づ
い

て
均
等
な
単
位
に
編
成
し
て
い
く
と
い
う
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
…
…
こ
の
よ
う
な
里
の
編
成
に
よ
っ
て
、
郡
の
規
模
を
定
量

的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
」
、
「
毘
の
編
成
は
本
来
郡
司
（
1
1
在
地
首
長
）
の
支
配
領
域
と
し
て
存
在
し
て
い
た
郡
を
も
、
そ
こ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
徴
税
量
が
予
測
・
計
算
さ
れ
得
る
よ
う
な
行
政
単
位
へ
と
変
貌
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
在
地
首
長
の
支
配
領
域
を
受
け
継
ぐ
郡
（
評
）

の
規
模
が
定
量
的
に
測
定
可
能
に
な
る
の
は
、
庚
寅
年
籍
に
よ
る
里
の
編
成
段
階
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
し
か
し
、
近
年
で
は
天
智
朝
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
五
十
戸
荷
札
木
簡
が
石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
告
川
真
司
氏
の
よ
う
に
孝
徳
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
お
け
る
非
部
姓
の
一
般
公
戸
ま
で
を
含
む
広
範
な
五
十
戸
編
成
の
実
施
を
主
張
す
る
研
究
者
も
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徴
税
量
の
計
測
可

能
性
と
い
う
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
早
く
狩
野
算
氏
が
天
智
朝
以
前
の
五
十
戸
編
成
に
暫
及
し
、
既
存
の
部
集
団
を
温
存
し
つ
つ
、
仕
丁
の

3　（237）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

徴
発
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
五
十
戸
編
成
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
見
通
し
を
提
示
し
て
い
た
。
孝
徳
朝
以
降
天
智
朝
に
到
る
ま
で
の
評
と
五

十
戸
と
の
関
係
は
、
あ
ら
た
め
て
再
考
さ
れ
る
べ
き
段
階
に
到
っ
て
い
る
。

　
課
題
は
、
族
制
的
・
部
民
制
的
秩
序
を
濃
厚
に
残
す
孝
徳
朝
段
階
か
ら
庚
寅
朝
煙
に
至
る
ま
で
の
地
域
編
成
の
実
態
、
即
い
て
は
大
化
前
代

の
画
一
的
地
域
編
成
の
存
否
に
収
敏
す
る
。
そ
の
際
に
想
起
さ
れ
る
の
が
仕
丁
徴
発
の
旧
制
で
あ
る
。
鎌
田
元
一
氏
は
「
評
制
施
行
は
部
民
制

の
廃
止
に
対
応
す
る
体
制
で
あ
り
、
な
お
そ
の
評
の
内
部
に
は
各
種
族
長
層
の
私
的
隷
属
民
が
厳
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
点
で
は
以
前
の
状
態

と
何
の
変
わ
る
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
」
、
「
旧
部
民
と
族
長
層
の
私
民
と
の
混
在
の
状
態
に
よ
っ
て
は
地
域
的
な
編
戸
は
困
難
と
思
わ
れ
る
」
と

し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
「
旧
制
と
し
て
示
さ
れ
た
三
十
戸
に
一
人
の
差
発
単
位
が
、
或
い
は
評
制
施
行
当
初
の
編
戸
単
位
を
示
し
て
い
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
こ
そ
が
先
の
不
規
則
な
郡
の
等
級
規
定
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。
い
ま
だ
五
十
戸
制
が
十
分
に
施
行
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
里
数
を
基
準
に
短
評
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
現
わ

れ
る
里
数
な
る
も
の
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。
令
制
で
は
郡
の
等
級
は
郡
領
の
員
数
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
評
司
員
数
に
階
等
な
ど

存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
評
の
等
級
規
定
は
何
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
孝
徳
朝
に
お
け
る
全
国
的
な
立
楽
を
認
め
る
今
日

の
研
究
段
階
か
ら
す
れ
ば
、
新
た
に
立
て
ら
れ
た
評
は
旧
来
の
秩
序
を
自
ら
の
中
に
飲
み
込
み
な
が
ら
同
時
に
新
し
い
地
域
編
成
を
生
み
出
し

て
い
く
主
体
と
な
る
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
改
革
の
要
の
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
改
新
詔
の
郡
の
等
級
規
定
に
現
わ
れ
た
数
字
を
一
つ
の
定
点
と
し
て
、
大
化
前
代
の
地
域
編
成
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、

そ
う
し
た
前
提
を
如
何
様
に
吸
収
し
な
が
ら
孝
徳
朝
の
立
評
が
遂
行
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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①
郡
評
論
争
を
通
し
て
聖
典
使
用
は
大
宝
令
以
降
と
決
着
し
た
か
の
如
く
で
、

　
『
目
本
四
紀
馳
に
散
見
す
る
郡
も
文
飾
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
嶺
規
定
を
大

　
宝
令
以
降
の
造
作
と
み
な
さ
ず
、
旧
制
に
淵
源
を
も
つ
と
み
る
か
ぎ
り
、
「
凡
評
、

　
…
…
」
と
単
純
に
書
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
里
字
も
五
十
戸
の
文
飾
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
「
以
四
十
里
…
扁
が

「
以
四
十
五
十
戸
」
と
な
っ
て
表
記
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
口
頭
言
語
を
反
映

す
る
木
簡
は
記
述
言
語
た
る
法
制
と
異
次
元
の
言
語
領
域
を
な
す
。
大
宝
令
以
前

で
も
法
令
で
は
唐
制
を
意
識
し
た
極
量
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
筒
い
。



②
坂
本
太
郎
『
大
桑
改
新
の
研
究
費
（
『
坂
本
太
郎
署
作
集
隔
第
六
巻
、
吉
川
弘
文

　
館
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
一
九
三
八
年
）
。

③
青
木
和
夫
『
古
代
豪
族
㎞
小
学
館
、
一
九
七
四
年
。

④
俊
々
木
恵
介
「
徐
謡
扇
制
の
特
質
に
つ
い
て
一
日
・
唐
の
比
較
を
中
心
と
し

　
て
一
」
（
『
史
学
雑
靴
盤
九
五
－
二
、
一
九
八
六
年
中
。

⑤
た
だ
し
、
こ
の
木
簡
は
天
帰
朝
の
溝
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
番
体
か
ら
も
な
お

　
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
奈
良

　
文
化
財
研
究
所
編
明
評
制
下
侃
僻
札
太
・
簡
集
成
廊
東
｛
兄
大
流
ず
民
地
ム
耳
、
　
二
〇
〇
詣
ハ
年
。

　
ま
た
、
岸
俊
男
羅
白
髪
部
五
十
戸
」
の
買
進
物
付
札
扁
（
同
『
日
本
古
代
文
物

　
の
研
究
下
締
書
房
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
～
九
七
八
年
）
も
参
照
。

⑥
吉
川
真
司
「
律
令
体
制
の
形
成
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日

　
本
史
講
座
』
第
｝
巻
、
東
京
大
学
撮
宴
会
、
二
〇
〇
四
年
）
。

⑦
狩
野
久
「
部
艮
制
」
（
同
一
日
本
古
代
の
團
家
と
都
城
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
九
〇
年
。
初
出
は
一
九
七
〇
年
）
。

⑧
鎌
団
元
一
「
評
の
成
立
と
国
造
駄
（
同
『
律
令
公
民
制
の
研
究
㎏
塙
書
房
、
二

　
〇
〇
一
年
。
初
出
は
【
九
七
七
年
）
。
井
上
光
貞
氏
も
白
雄
三
年
ま
で
の
三
十
戸

　
制
の
永
続
を
認
め
て
い
た
。
井
上
光
貞
凹
大
化
改
新
の
詔
の
研
究
」
（
噸
井
上
光
貞

　
弗
者
密
集
臨
第
一
巻
、
　
｝
九
八
五
年
。
初
出
は
～
九
轟
ハ
四
年
）
。

第
一
章
　
改
新
諸
詔
に
現
わ
れ
た
大
化
前
代
の
地
域
編
成

　
本
章
で
は
、
『
洋
本
書
紀
』
に
掲
載
さ
れ
た
改
新
諸
詔
が
自
ら
の
歴
史
的
前
提
、
改
革
の
対
象
と
し
て
描
く
大
化
前
代
の
地
域
編
成
を
抽
出

す
る
。
改
新
政
府
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
旧
制
で
あ
り
、
新
し
い
国
制
へ
の
転
換
点
を
語
る
必
要
か
ら
否
定
的
に
叙
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

敢
え
て
造
作
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
な
か
で
は
相
対
的
に
実
態
を
映
し
出
し
た
部
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
［
節
　
国
司
国
造
翻
（
国
宰
制
）

造制と大化改新（北）

　
ま
ず
、
個
々
の
改
新
関
係
記
事
が
当
該
期
の
国
司
慨
世
の
サ
イ
ク
ル
に
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て

国
司
制
度
の
起
源
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
大
化
前
代
の
国
司
に
つ
い
て
は
、
黛
弘
道
氏
の
研
究
以
来
、
「
ミ
コ
ト
モ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
国
宰
）
」
と
称
さ
れ
る
臨
時
の
使
者
で
、
ミ
ヤ
ケ
の
管
理
を
本
来
の
役
割
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

薗
田
香
融
氏
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
恒
例
常
駐
の
官
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
根
拠
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
第
～
に
、
『
日
本
書
紀
隔
に
描
か
れ
た
大
化
の
諸
改
革
が
八
月
と
三
月
と
を
基
準
と
す
る
サ
イ
ク
ル
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
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表
1
　
改
新
の
過
程
と
二
つ
の
政
策
の
流
れ

年
　
　
月

事
　
　
項

国
司
発
遣
サ
イ
ク
ル

王
　
公
戸
対
象
政
策

H
　
入
部
・
部
曲
対
象
政
策

大
化
元
年
六
月

乙
巳
の
変

大
化
元
年
八
月

東
国
国
司
詔

〔
大
化
元
年
度
国
司
〕
発
遣

東
国
を
含
む
全
国
の
国
家
民
・
公
的
ミ
ヤ
ケ
の
造
籍
三
田

鐘
匿
の
制

造
籍
校
田
に
際
し
て
発
生
し
う
る
諸
問
題
の
判
断
方
法
の
指
示

大
化
元
年
九
月

民
の
元
数
を
録
す

私
有
民
の
概
数
チ
ェ
ッ
ク

大
化
二
年
正
月
大
化
二
年
三
月

改
題
の
認
東
国
国
罰
の
判
定

　
　
　
く
〔
大
化
元
年
度
国
司
〕
帰
京
・
朝
集

「
官
司
の
屯
田
」
の
廃
止

私
有
民
廃
止
宣
言
と
食
出
制
導
入
皇
太
子
奏
請

旧
俗
廃
止
詔

大
化
二
年
八
月

品
部
廃
止
前
詔

〔
大
化
二
年
度
国
司
〕
目
遣
　
　
　
↑

大
化
元
年
度
の
造
籍
三
田
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
班
田
の
実
行

私
有
民
廃
止
を
国
司
に
命
じ
、
湿
せ
て
官
位
制
に
よ
る
禄
制
導
入
を
宣
言

大
化
三
年
三
月

〔
大
化
二
年
度
国
司
〕
帰
京
・
朝
集

大
化
三
年
四
月

面
部
廃
止
後
詔

二
年
度
国
司
の
帰
京
報
告
を
ふ
ま
え
た
私
有
民
廃
止
へ
の
譲
歩
政
策
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国造制と大化改新（北）

し
た
い
（
表
1
）
。
東
国
国
司
は
八
月
の
政
策
発
布
を
受
け
た
う
え
で
任
国
に
下
向
し
、
約
半
年
間
駐
在
す
る
。
彼
ら
が
帰
朝
・
朝
集
す
る
の

は
翌
年
の
二
月
末
ご
ろ
で
、
政
策
の
実
行
状
況
や
地
方
に
関
す
る
情
報
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
三
月
に
は
新
た
な
対
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
が
孝
徳
朝
に
な
っ
て
全
く
新
し
く
創
始
さ
れ
た
よ
う
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
既
往
の
制
度
を
前
提
と

し
て
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
西
国
や
東
の
近
国
（
尾
張
・
美
濃
ま
で
の
範
囲
）
で
は
以
前
か
ら
こ
う
し
た
形
で
の
国
司
発

遣
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
実
際
皇
極
天
皇
二
年
（
六
四
三
）
十
月
己
酉
（
一
一
百
）
条
に
は
、

　
饗
二
賜
群
臣
伴
造
於
朝
堂
庭
幻
而
議
二
男
位
之
事
幻
遂
詔
二
圃
司
刃
如
一
一
前
鑑
ワ
勅
、
更
無
二
論
罪
殉
宜
下
之
二
厭
任
一
塁
中
爾
所
か
治
。

と
い
う
記
事
が
み
え
る
。
箭
明
天
皇
の
葬
礼
、
皇
祖
母
命
（
吉
備
姫
王
）
の
病
と
葬
送
（
同
年
九
月
壬
午
・
丁
亥
・
乙
未
・
丙
午
条
）
が
重
な
り
、

皇
極
女
帝
は
「
そ
の
床
側
を
さ
ら
ず
視
養
あ
り
」
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
朝
政
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
八
月
恒
例
の
国
司
発
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
③

が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
十
月
の
発
遣
を
「
遂
に
国
司
に
課
す
」
「
前
に
覆
せ
る
所
の
如
く
…
…
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
推
古
天
皇
十
二
年
（
六
〇
四
）
四
月
戊
辰
（
一
一
百
）
条
に
掲
載
さ
れ
た
十
七
条
憲
法
に
は
、

　
十
二
日
、
国
司
・
国
造
、
勿
レ
飲
二
百
姓
叩
…
…
。
所
レ
任
官
司
、
皆
是
王
臣
。
首
飾
與
レ
公
賦
一
一
敏
百
姓
噂

と
あ
り
、
「
国
司
国
造
」
と
い
う
語
が
現
わ
れ
る
。
後
世
の
潤
色
も
あ
り
、
本
来
は
「
国
宰
国
造
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
国
司
が

在
地
の
国
造
を
引
き
連
れ
て
部
内
を
巡
行
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
大
化
二
年
三
月
辛
巳
条
に
み
え
る
「
莫
下
落
二
富
勢
｝
取
中
公
私

物
上
」
や
「
於
二
百
輪
中
一
撃
レ
戸
求
索
」
と
事
情
は
一
致
す
る
。
「
上
京
之
時
、
不
レ
得
三
弓
隠
二
百
姓
於
己
ゆ
絶
好
レ
使
レ
従
二
国
造
・
郡
領
こ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
上
京
・
朝
集
の
制
も
、
こ
の
段
階
で
確
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
第
四
に
、
安
閑
天
皇
元
年
（
五
三
四
）
四
月
朔
条
に
は
、

　
内
膳
卿
膳
臣
大
麻
呂
、
奉
レ
勅
、
遣
レ
使
求
二
珠
伊
甚
幻
伊
甚
国
造
等
詣
レ
京
炉
塞
、
鍮
レ
時
不
レ
進
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
上
総
国
伊
甚
屯
倉
の
起
源
謳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
鍮
レ
時
」
と
あ
る
よ
う
に
四
月
で
は
遅
延
だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
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大
麻
呂
の
事
例
は
臨
時
の
発
遣
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
と
は
い
え
、
国
造
が
使
（
ミ
コ
ト
モ
チ
）
と
共
に
上
京
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
大
化
前
代
国
司
（
国
宰
）
の
原
型
を
な
す
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
以
上
よ
り
、
大
化
前
代
、
お
そ
く
と
も
七
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
、
八
月
に
国
司
が
発
遣
さ
れ
、
複
数
の
国
造
領
域
を
跨
ぐ
任
国
に
駐
在
、
国

造
を
率
い
て
「
部
内
」
を
巡
行
し
、
翌
年
二
月
末
に
は
国
造
ら
と
共
に
上
京
・
朝
集
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
も
つ
く
国
司
国
造
制
〉
と
称
す

べ
き
制
度
が
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
後
の
国
司
制
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
農
繁
期
を
終
え
る
収
穫
期
に
地
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

出
向
き
新
嘗
祭
を
挙
行
し
、
収
納
を
監
察
、
新
春
の
二
月
に
祈
年
祭
を
挙
行
し
た
う
え
で
、
国
造
を
伴
い
入
京
・
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
西

国
と
一
部
の
菓
国
（
尾
張
・
美
濃
）
で
は
既
に
、
国
造
を
伴
っ
た
国
司
の
上
京
と
い
う
〈
国
司
国
造
制
〉
が
推
古
朝
こ
ろ
ま
で
に
は
機
能
し
始

め
て
い
た
よ
う
で
、
東
国
に
お
い
て
東
国
国
司
詔
で
初
め
て
国
造
領
域
を
跨
い
だ
総
領
的
存
在
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
に
学
ん
だ

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
畿
内
に
お
い
て
は
東
国
国
司
詔
段
階
で
も
専
使
が
発
遣
さ
れ
て
お
り
、
改
新
詔
で
初
め
て
畿
内
国
が
設
定
さ

れ
、
国
の
～
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
二
年
三
月
の
甲
申
詔
で
も
な
お
、
畿
内
使
が
他
の
国
司
と
は
別
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落

と
せ
な
い
。

第
二
節
　
改
新
諸
詔
か
ら
み
た
地
域
編
成
（
1
）

中
戸
系
統
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如
上
の
国
司
発
墨
の
サ
イ
ク
ル
を
想
定
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
改
新
諸
詔
の
分
析
を
行
な
っ
て
み
よ
う
。
先
の
表
1
で
示
し
た
よ
う
に
、

大
化
の
諸
改
革
は
、
（
1
）
公
戸
系
統
の
改
革
、
（
■
）
子
代
入
部
・
豪
族
部
曲
系
統
の
改
革
と
い
う
二
つ
の
流
れ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
改
革
の
複
雑
な
過
程
を
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
最
初
に
（
1
）
の
公
戸
系
統
の
改
革
、
即
ち
大
化
元
年
（
六
四
五
）
八
月
庚
子
（
五
日
目
の
東
国
国
司
詔
・
鐘
匿
の
制
か
ら
、
大
化
二
年
三
月

辛
巳
（
十
九
日
）
の
「
官
司
屯
田
」
廃
止
、
大
化
二
年
八
月
浮
野
（
十
四
日
）
に
お
け
る
大
化
元
年
度
造
畢
富
田
を
ふ
ま
え
た
班
田
実
行
の
命
令

に
至
る
ま
で
の
一
連
の
改
革
に
目
を
向
け
よ
う
。
詳
細
に
見
る
と
、
元
年
八
月
庚
子
細
に
現
わ
れ
る
諸
概
念
に
は
明
確
な
対
応
関
係
が
確
認
さ
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れ
、
〔
A
〕
〔
B
〕
二
つ
の
秩
序
を
前
提
と
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
、

　
　
　
〔
A
〕
　
　
　
　
　
門
罫
一

　
　
a
　
凡
国
家
所
レ
有
公
民
、
大
小
所
レ
領
人
衆
、
汝
等
之
レ
任
、
出
作
二
戸
籍
殉
黒
海
二
田
畝
殉

と
あ
り
、
こ
の
部
分
か
ら
大
化
元
年
の
第
一
次
国
司
発
遣
で
指
示
さ
れ
た
造
籍
・
校
田
の
対
象
は
、
「
国
家
の
着
て
る
所
の
公
民
」
と
「
大
小

の
領
す
る
所
の
人
衆
」
の
二
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
見
す
る
と
、
後
者
は
諸
豪
族
の
領
有
す
る
私
民
と
解
さ
れ
か
ね
な
い
が
、
元
年
段

階
で
い
ち
早
く
掌
握
さ
れ
う
る
対
象
で
あ
る
こ
と
、
大
化
二
年
に
始
ま
る
入
部
・
部
曲
の
廃
止
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

う
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
実
際
、
品
部
廃
止
詔
の
方
で
は
廃
止
後
に
は
じ
め
て
「
国
家
民
」
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
ち
ら
は
既
に
「
国
家
所

有
公
民
」
と
並
び
称
さ
れ
、
一
段
階
早
い
改
革
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
〔
A
〕
〔
B
〕
の
部
分
を
単
な
る
対
句
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
以
下
に
一
貫
し
て
現
わ
れ
る
分
類
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
野
〔
A
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
罫
〔
A
〕

　
b
　
若
有
二
求
レ
名
簿
人
↓
光
非
二
國
造
、
伴
造
・
県
稲
置
一
篇
諏
野
鼠
欝
「
自
二
我
祖
時
一
領
二
潜
窟
家
｝
、
治
も
疋
郡
県
し
。
汝
等
國
司
、
不
レ
得
三
随
レ
詐
便

　
　
牒
二
於
朝
叩
審
得
二
実
状
ハ
而
後
可
レ
申
。

こ
こ
に
み
え
る
「
国
造
」
「
伴
造
」
「
県
稲
置
」
を
文
字
通
り
並
列
と
す
る
読
み
も
あ
る
が
、
後
半
に
「
此
の
官
家
を
領
す
」
「
是
の
郡
県
を
治

む
」
と
い
う
二
類
型
の
支
配
方
式
が
併
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
前
半
の
「
平
造
」
と
「
県
稲
置
」
と
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
重
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
べ
き
で
あ
る
。
「
官
家
（
ミ
ヤ
ケ
）
」
を
「
領
」
す
る
の
が
「
濫
造
」
で
あ
り
l
a
の
「
大
小
所
レ
訴
人
衆
」
の
表
現
と
も
一
致
す
る
一
、

「
郡
県
」
は
語
順
の
対
応
や
同
一
文
章
内
で
の
同
一
語
「
県
」
の
使
用
か
ら
判
断
し
て
も
「
県
稲
置
し
の
所
轄
と
み
ら
れ
る
。
「
国
造
し
が
筆

頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
両
者
を
部
内
に
含
み
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
支
配
系
統
か
ら
す
れ
ば
い
う
ま
で
も
な
く
県
稲
置
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
位
置
す
る
。
こ
こ
は
や
は
り
石
母
田
正
・
笹
山
晴
生
氏
の
如
く
「
国
造
、
製
造
・
県
稲
置
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
「
領
」

字
の
使
用
か
ら
a
l
〔
B
〕
部
分
（
大
小
ミ
ヤ
ケ
の
伴
造
が
率
い
る
部
民
）
に
対
応
し
、
後
者
は
a
i
〔
A
〕
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
こ
の
読
み
方
は
当
然
、
当
該
期
の
「
国
造
と
地
方
伴
造
と
の
器
機
関
係
」
の
認
識
如
何
に
関
わ
っ
て
く
る
が
、
以
下
の
考
察
を
ふ
ま
え
て

後
述
す
る
。
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c
　
又
、
国
司
等
、
在
レ
国
不
レ
得
レ
判
レ
罪
。

こ
の
部
分
は
、
次
に
掲
げ
た
同
日
の
鐘
置
の
制
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
A
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
邑
ー
ハ
ド

　
d
　
是
日
、
設
二
鍾
匿
於
朝
幻
而
詔
日
、
喜
憂
訴
之
人
、
有
一
【
伴
造
一
者
、
其
伴
鼻
先
勘
当
而
奏
。
有
二
尊
長
【
者
、
其
尊
長
先
勘
当
而
奏
。
若
其
置
月
・
尊
長

　
　
不
レ
審
レ
所
レ
訴
、
牧
レ
牒
納
レ
匿
。

こ
こ
に
み
え
る
「
尊
長
」
は
、
「
玉
造
」
と
対
比
的
に
語
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、
勘
当
権
を
行
使
す
る
主
体
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
　
　
ま

た
、
古
代
日
本
に
お
い
て
血
族
的
な
宗
族
の
意
識
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
な
お
さ
ら
、
一
単
な
る
尊
属
の
意
だ
と
は
考
え
難
い
。

ま
た
、
こ
の
鐘
置
の
制
を
う
け
た
処
断
が
大
化
二
年
二
月
戊
申
（
十
五
日
）
条
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
で
「
器
官
に
お
け
る
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

民
留
役
」
を
禁
止
す
る
と
共
に
、
後
半
で
は
「
集
在
国
民
所
レ
訴
多
在
。
今
将
レ
解
レ
理
。
諦
聴
レ
所
レ
宣
。
其
身
レ
決
レ
疑
、
入
京
朝
集
者
、
且
莫
一
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

退
散
一
聚
＝
侍
於
朝
一
」
と
詔
さ
れ
て
い
る
。
「
卿
等
、
道
連
」
に
加
え
て
「
国
造
、
伴
造
、
及
浦
百
姓
」
に
語
り
か
け
る
当
詔
に
お
い
て
、
傍
点

部
分
は
ま
さ
に
。
と
関
わ
る
部
分
で
あ
っ
て
、
二
月
に
大
化
元
年
度
国
司
と
共
に
朝
集
し
た
国
造
・
伴
造
ら
を
指
す
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

d
の
「
尊
長
」
は
広
く
警
官
・
外
官
を
ふ
く
め
て
「
自
己
の
所
属
す
る
官
司
の
長
」
を
指
す
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

地
方
に
お
い
て
は
国
造
を
指
し
、
上
述
の
〔
A
〕
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
成
務
天
皇
四
年
二
月
朔
・
五
年
九
月
条
は
国

造
の
こ
と
を
「
慰
長
」
「
長
」
「
苗
草
」
「
尊
長
」
と
呼
び
慣
わ
し
、
県
稲
置
の
こ
と
を
「
首
邑
」
「
首
」
「
稲
置
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
法
令

は
、
続
く
「
男
女
の
法
」
や
癸
卯
条
の
仏
教
興
隆
詔
「
巡
二
行
諸
寺
、
験
二
僧
尼
・
奴
輩
・
田
畝
之
実
疑
惑
盤
顕
奏
」
で
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、

実
際
的
に
は
造
籍
・
上
田
の
過
程
で
発
生
し
た
領
有
・
婚
姻
・
奴
碑
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
処
理
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
最
終
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

裁
を
国
司
が
在
地
に
お
い
て
独
断
で
下
す
こ
と
を
禁
じ
、
奏
上
裁
可
を
義
務
付
け
た
と
こ
ろ
に
そ
の
眼
目
が
あ
る
。

　
最
後
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
A
〕
　
門
野

　
　
e
　
上
京
之
時
、
不
レ
得
三
多
従
㎜
百
姓
於
己
殉
唯
得
レ
使
レ
従
二
国
造
・
郡
領
。

の
部
分
だ
が
、
c
・
d
と
共
に
朝
集
・
訴
訟
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
概
念
か
ら
見
て
、
こ
こ
に
「
郡
」
と
あ
る
の
は
大
化
前
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へ

代
の
コ
ホ
リ
目
ミ
ヤ
ケ
の
こ
と
で
あ
り
、
早
く
田
中
黒
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
郡
領
」
は
そ
の
管
理
者
た
る
恩
多
を
指
す
と
考
え
る

　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
郡
領
」
を
令
制
の
語
と
し
て
、
す
ぐ
直
前
の
国
造
に
対
す
る
注
記
だ
と
す
る
坂
本
太
郎
氏
の
解
釈
は
成
立
困
難
で
あ
る
。

当
事
者
た
る
百
姓
自
身
を
多
く
証
人
と
し
て
伴
い
上
京
す
る
の
で
は
な
く
、
d
に
あ
る
よ
う
に
一
応
の
判
断
を
行
な
っ
た
国
造
・
伴
造
か
ら
の

報
告
・
説
明
に
限
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
、
各
史
料
に
現
わ
れ
た
構
成
要
素
に
は
明
確
な
対
応
関
係
が
確
認
さ
れ
、
〔
A
〕
〔
B
〕
二
つ
の
秩
序
を
前
提
と
し
た
叙
述
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
即
ち
、
国
司
（
国
宰
）
の
下
に
は
、

　
　
〔
A
〕
　
国
造
　
　
　
県
稲
置
　
　
　
　
公
民
（
「
国
家
所
有
公
民
」
）

　
　
〔
B
〕
　
大
小
ミ
ヤ
ケ
の
地
方
伴
造
　
　
　
伴
・
部
民
（
「
大
小
所
領
人
衆
」
）

と
い
う
二
つ
の
支
配
系
統
が
存
在
し
、
国
司
が
国
造
・
伴
造
を
引
き
連
れ
て
上
京
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
者

が
国
制
を
構
成
す
る
公
的
秩
序
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
国
造
管
下
の
民
が
「
国
家
所
有
公
民
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
小
ミ
ヤ
ケ
を
管
理

す
る
伴
造
が
他
の
諸
官
司
と
同
じ
く
勘
当
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
大
小
ミ
ヤ
ケ
は
、
王
権
も
し
く
は

ツ
カ
サ

官
司
に
直
属
す
る
施
設
・
経
営
体
で
あ
り
、
領
さ
れ
る
「
人
衆
」
も
ま
た
入
部
・
部
曲
と
は
次
元
の
異
な
る
国
家
部
民
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

大
化
元
年
度
に
発
遣
さ
れ
た
第
一
次
国
司
が
造
籍
・
校
田
を
施
し
た
対
象
で
あ
っ
て
、
大
化
二
年
三
月
辛
巳
詔
に
「
宜
レ
罷
二
官
司
処
々
屯
田
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

…
…
幻
出
二
其
屯
田
一
班
二
賜
群
臣
及
伴
造
等
」
と
あ
り
、
大
化
二
年
度
の
国
司
発
遣
で
は
「
今
五
指
国
司
井
彼
国
造
可
二
以
奉
聞
η
去
年
付
二
於

へ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

朝
集
一
之
政
者
、
随
二
塁
処
分
↓
以
二
牧
数
田
↓
均
給
篇
於
唐
山
勿
レ
生
二
彼
我
こ
（
な
お
、
す
で
に
去
年
に
朝
集
に
付
し
た
政
に
つ
い
て
は
、
前
の
処
分
ど

お
り
に
チ
ェ
ッ
ク
済
み
の
田
を
順
次
班
給
す
る
よ
う
に
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
化
一
一
年
以
降
の
入
部
・
部
曲
廃
止
政
策
と
は
異
な
る
段
階
を
踏
む
も

の
で
あ
っ
た
。
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第
三
節
　
改
新
諮
詔
か
ら
み
た
地
域
編
成
（
豆
）
一
入
部
・
部
翻
系
統
一

　
次
に
、
大
化
元
年
九
月
甲
申
（
十
九
臼
）
詔
に
始
ま
り
、
大
化
二
年
の
改
新
詔
、
そ
し
て
八
月
の
品
部
廃
止
詔
へ
と
つ
な
が
る
、
国
造
部
内

に
設
定
さ
れ
た
子
代
入
部
や
豪
族
部
曲
に
対
す
る
一
連
の
改
革
に
注
目
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
「
○
○
の
立
て
た
る
（
置
き
た
る
）
○
○

の
民
」
と
い
う
語
が
必
ず
伴
い
、
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。
（
1
）
と
は
別
系
統
の
政
策
群
（
1
）
で
あ
る
。

　
ま
ず
大
化
元
年
九
月
甲
申
詔
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
翠
蓋
使
者
於
諸
国
↓
録
眉
掃
係
数
切
伍
詔
日
、
自
レ
古
以
降
、
毎
二
天
皇
時
ハ
慣
二
標
的
民
↓
垂
二
名
於
後
幻
其
臣
連
等
・
築
造
国
造
、
各
遣
二
己
民
↓
恣
レ
情
駈

　
使
。
又
、
割
門
国
県
山
海
林
野
池
田
↓
以
為
二
己
財
殉

と
あ
る
が
、
こ
の
「
民
（
カ
キ
）
の
脚
数
を
録
す
偏
は
あ
く
ま
で
「
己
民
」
「
軍
功
」
（
私
民
・
私
地
）
の
概
算
調
査
で
あ
り
、
大
化
元
年
八
月
詔

と
の
重
複
で
は
な
い
。
そ
し
て
「
為
二
私
地
一
買
長
与
百
姓
州
年
索
二
三
価
幻
従
レ
今
以
後
、
不
レ
得
レ
買
レ
地
。
三
下
美
作
レ
主
兼
中
井
劣
弱
上
」
と
い
う

文
章
が
続
く
よ
う
に
、
と
り
あ
え
ず
は
私
的
な
賃
積
や
部
曲
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て
い
る
こ
と
も
、
翌
年
の
本
格
的
な
改
革
の
準
備
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
新
方
針
の
宣
言
が
大
化
二
年
正
月
朔
の
改
新
詔
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
罷
晃
日
在
天
皇
等
所
レ
立
子
代
之
民
、
処
処
屯
倉
、
聖
別
臣
連
伴
造
国
造
村
首
所
レ
有
部
曲
難
民
、
処
処
田
荘
幻

さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
て
、
大
化
二
年
三
月
壬
午
（
二
十
日
）
に
皇
太
子
軍
立
が
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
皇
太
子
使
レ
使
奏
請
田
、
…
…
。
現
為
明
神
御
八
嶋
国
天
皇
問
内
顧
臣
｝
日
、
「
其
群
臣
連
及
伴
造
国
造
所
レ
有
昔
在
天
皇
臼
所
レ
置
子
代
入
部
、
皇
子
等
私
有
御

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
名
入
部
、
皇
糧
大
兄
御
名
入
部
、
矧
羅
鶴
・
及
其
屯
倉
、
猫
如
二
古
代
｝
而
居
職
不
」
。
…
…
。

そ
し
て
、
大
化
二
年
八
月
癸
酉
の
品
部
廃
止
詔
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
詔
日
、
…
…
。
而
始
二
王
之
名
名
皿
臣
連
伴
造
国
造
、
分
二
名
品
部
↓
別
一
彼
名
名
叩
復
、
以
二
其
豊
沼
部
晒
交
雑
使
レ
居
二
国
県
南
…
…
。
由
レ
是
、
争
競
闘
訟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
　
盈
レ
国
充
レ
朝
。
…
…
。
輿
以
、
始
二
於
今
之
御
寓
天
皇
一
瞥
二
臣
連
等
一
所
レ
有
品
部
、
宜
悉
皆
罷
為
二
国
家
鯉
山
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国造制と大化改新（北）

こ
れ
は
改
薪
詔
の
単
な
る
繰
り
返
し
で
は
な
い
。
八
月
の
詔
で
あ
る
こ
と
、
後
半
に
国
司
に
対
す
る
呼
び
か
け
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
化
二
年

度
発
遣
の
国
司
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
詔
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
改
新
詔
の
実
質
的
施
行
で
あ
る
。
そ
し
て
大
化
三
年
四
月
壬
午
詔
に
は
、

　
詔
日
。
…
…
。
而
習
二
旧
俗
…
之
民
、
未
レ
詔
之
間
、
必
当
レ
難
レ
待
。
故
始
小
忌
皇
子
群
臣
一
群
扁
一
蓋
百
姓
↓
将
レ
賜
二
赫
調
幻

と
あ
る
。
帰
京
し
た
大
化
二
年
度
発
心
国
司
の
報
告
を
受
け
て
、
あ
ら
た
め
て
出
さ
れ
た
詔
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
を
有
す
る
政
策
は
子
代
入
部
や
豪
族
部
曲
に
対
す
る
処
置
で
あ
っ
て
、
「
昔
在
天
皇
等
所
レ
立
子
代
之
民
、
処
処
屯
倉
」

や
「
勲
臣
連
伴
造
国
造
村
首
所
レ
有
部
曲
之
民
、
処
処
田
荘
こ
は
、
（
1
）
の
「
大
小
所
レ
町
人
衆
」
「
郡
県
」
「
宮
家
」
と
は
別
系
統
の
対
象
な

の
で
あ
る
。
大
化
元
年
九
月
の
民
望
調
査
を
受
け
て
大
化
二
年
の
改
新
詔
で
宣
言
さ
れ
、
同
年
八
月
か
ら
大
化
二
年
度
発
遣
国
司
に
よ
り
実
行

に
移
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
入
部
・
部
曲
廃
止
の
代
替
と
し
て
大
夫
以
上
に
食
封
を
支
給
す
る
が
、
強
暴
設
定
は
滞
っ
た
よ
う
で
、
一
年

後
で
も
な
お
「
官
人
百
姓
」
の
み
な
ら
ず
「
皇
子
群
臣
」
以
下
に
も
躇
調
の
支
給
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
四
節
　
大
化
前
代
の
地
域
編
成
の
粋
組
み

以
上
、
『
日
本
書
紀
』
の
改
新
諸
政
策
か
ら
抽
出
さ
れ
た
国
制
を
纏
め
る
と
、
次
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　　

@　

荘
｢
」
目
蕪
罐
導
ヤ
ケ
）
　
　
灘
蝶
公
民
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
C
〕
王
族
、
二
連
学
士
（
ミ
ヤ
ケ
・
ヤ
ケ
）
　
　
　
入
部
・
豪
族
部
曲

改
新
諸
詔
は
こ
の
三
系
統
の
地
域
編
成
を
ふ
ま
え
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
の
〔
A
〕
と
〔
B
〕
と
が
公
的
な
制
度

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
〔
C
〕
は
そ
れ
ら
と
は
別
の
範
疇
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
両
者
の
処
置
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
過
程
を
経
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
復
元
さ
れ
た
こ
の
〔
A
〕
〔
B
〕
〔
C
〕
の
三
つ
の
類
型
を
最
も
典
型
的
な
形
で
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
皇
極
天
皇
元
年
（
六
四
二
）
是
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歳
条
に
み
え
る
著
名
な
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
に
よ
る
讐
墓
造
営
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
　
〔
A
〕
　
　
　
　
　
憶
舜
～
ぐ
く
～
～
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
〔
ゆ
帰
：
：
：
：
棲
；
：
；

　
叢
雨
二
挙
国
皇
民
、
井
百
八
十
部
曲
↓
預
造
二
隻
墓
於
今
来
殉
…
…
。
更
、
悉
聚
二
上
王
乳
部
画
廊
↓
…
…
役
レ
使
輪
坐
挑
所
↓
…
…
。
上
議
大
娘
姫
王
発
憤
而

　
　
　
　
　
　
〔
A
・
B
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
C
〕

　
嘆
日
、
蘇
我
臣
専
撫
二
国
政
【
、
多
行
二
無
礼
殉
…
…
。
何
由
任
レ
意
悉
役
二
野
民
一
…
…
。

こ
こ
で
「
挙
国
皇
民
〔
A
〕
井
百
八
十
部
曲
〔
B
〕
」
と
対
比
す
る
形
で
、
「
更
、
悉
聚
二
上
宮
服
部
之
民
一
〔
C
〕
」
と
書
き
加
え
ら
れ
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
受
け
て
「
専
檀
二
国
政
｝
〔
A
・
B
〕
」
と
「
町
役
二
封
民
一
〔
C
〕
」
と
い
う
二
つ
の
弊
害
へ
と
括
ら
れ
て
い
る
。
「
国
政
」
に
直
結
す
る
〔
A
〕

国
造
稲
置
系
統
と
〔
B
〕
公
的
ミ
ヤ
ケ
系
統
の
民
の
み
な
ら
ず
、
母
宮
王
家
の
「
封
民
」
た
る
〔
C
〕
私
的
ヤ
ケ
系
統
（
入
部
・
部
曲
系
）
の

民
に
ま
で
手
を
伸
ば
し
た
こ
と
を
大
娘
姫
王
が
非
難
し
た
と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
両
者
は
明
確
に
峻
別
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
し
、
大
化
二
年
三
月
壬
午
（
二
十
日
）
条
の
皇
太
子
奏
請
を
み
る
と
、

　
別
以
二
入
部
及
所
詐
欺
　
簡
二
充
仕
丁
↓
従
二
前
処
分
幻
自
余
以
外
、
恐
二
私
駈
役
つ
故
献
二
入
部
五
百
遮
断
ロ
、
屯
倉
～
百
八
十
一
所
つ

と
、
「
前
の
処
分
」
な
る
も
の
に
よ
り
暫
定
処
置
と
し
て
入
部
・
所
言
置
か
ら
の
仕
丁
簡
充
が
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
が
可
能
な
の
は
、
入
部
す
な
わ
ち
〔
C
〕
系
統
の
役
々
徴
発
率
が
〔
B
〕
系
統
で
用
い
ら
れ
て
い
た
仕
丁
徴
発
率
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。

〔
B
〕
〔
C
〕
は
領
有
の
主
体
こ
そ
異
な
れ
、
同
じ
ミ
ヤ
ケ
系
と
し
て
仕
丁
徴
発
率
が
三
十
戸
単
位
で
あ
る
と
い
う
点
で
同
じ
質
を
有
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
以
上
の
考
察
は
、
当
時
の
認
識
に
お
い
て
〔
B
〕
王
権
に
直
属
す
る
経
営
体
・
施
設
と
い
っ
た
公
的
ミ
ヤ
ケ
と
〔
C
〕
入
部
・
部
曲

な
ど
の
平
民
的
な
ヤ
ケ
が
二
つ
の
異
な
る
類
型
と
認
識
さ
れ
て
い
た
事
実
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
鎌
田
元
一
氏
の
把
握
し
た
「
べ
と
カ

キ
と
の
㎝
体
性
」
と
い
う
領
有
実
態
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
王
権
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
〔
B
〕
〔
C
〕
は
本
来
的
に
同
じ
構
造
を
も
ち
、

そ
の
何
れ
も
が
管
掌
を
委
ね
ら
れ
た
伴
造
ら
に
よ
る
領
有
対
象
（
カ
キ
）
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
①
黛
弘
道
「
国
司
覇
の
成
立
」
（
同
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
　
　
上
光
貞
著
作
集
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
五
四
年
、
改
稿
一
九

　
　
～
九
入
二
年
。
初
出
は
～
九
六
〇
年
）
、
井
上
光
貞
「
大
化
改
新
と
東
国
」
（
『
井
　
　
　
　
　
六
五
年
）
。
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②
薗
田
氏
は
欄
日
本
書
紀
㎞
敏
達
天
皇
六
年
（
五
七
七
）
五
月
条
の
分
註
な
ど
か

　
ら
「
宰
は
常
駐
の
今
入
で
現
地
人
の
首
長
を
監
督
す
る
行
政
窟
で
あ
っ
た
」
と
す

　
る
。
薗
田
香
融
「
律
令
国
郡
政
治
の
成
立
過
程
一
国
衙
と
土
豪
と
の
政
治
関
係

　
i
」
（
同
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
稿
書
房
、
一
九
八
一
年
。
初
出
は
一

　
九
七
一
年
）
。

③
坂
本
太
郎
「
朝
集
使
考
」
（
同
『
日
本
古
代
史
の
董
礎
的
研
究
挽
下
、
制
度
篇
、

　
申
果
山
昂
大
畳
†
出
版
△
試
、
　
一
九
六
四
年
。
初
出
は
一
九
＝
二
年
）
。

④
　
早
川
庄
八
門
選
任
令
・
選
墨
型
と
郡
領
の
「
試
練
」
扁
（
同
『
日
本
古
代
官
僚
制

　
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
置
初
出
は
一
九
八
四
年
）
参
照
。

⑤
長
家
儀
礼
と
し
て
の
祈
年
祭
の
成
立
は
天
武
朝
に
下
る
が
、
任
地
に
二
月
初
頭

　
ま
で
駐
在
す
る
こ
と
や
、
大
化
元
年
に
東
国
国
司
と
共
に
任
命
さ
れ
た
畿
内
使
が
、

　
の
ち
の
『
延
喜
式
』
の
祈
年
祭
祝
詞
に
も
み
え
る
倭
の
六
書
に
発
遣
さ
れ
た
こ
と

　
か
ら
す
れ
ば
、
東
国
国
司
、
ひ
い
て
は
大
化
前
代
国
司
が
祈
年
祭
の
原
型
と
な
る

　
年
穀
豊
穣
祭
祀
を
行
な
っ
た
上
で
帰
京
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

⑥
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
第
四
章
第
二
節
、

　
井
上
光
貞
監
修
・
笹
山
晴
生
訳
『
日
本
書
紀
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
。

⑦
薗
田
註
②
論
文
も
、
裁
判
権
を
有
す
る
国
造
の
支
配
権
へ
の
干
渉
を
戒
め
た
も

　
の
と
す
る
従
来
説
（
井
上
註
①
論
文
な
ど
）
を
否
定
し
、
訴
訟
問
題
の
現
地
で
の

　
解
決
を
禁
じ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

⑧
田
中
卓
「
郡
司
制
の
成
立
」
（
哩
田
中
卓
著
作
集
』
第
六
巻
、
国
轡
刊
行
会
、

　
一
九
八
六
年
。
初
出
は
～
九
五
二
年
・
一
九
五
三
年
）
。

⑨
坂
本
は
し
が
き
註
②
著
書
。

⑩
大
化
二
年
三
月
辛
巳
条
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
門
吉
備
中
皇
祖
母
処
々
貸

　
稲
」
も
、
こ
の
蒔
の
政
策
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑪
　
薗
田
氏
は
、
引
用
史
料
の
前
半
部
を
、
新
制
に
よ
っ
て
み
と
め
ら
れ
た
食
封
に

　
近
い
新
の
入
部
で
、
壬
生
部
が
後
の
東
宮
湯
沐
と
な
っ
た
ご
と
き
も
の
と
し
て
い

　
る
。
菌
田
香
融
「
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
に
つ
い
て
一
大
化
前
代
に
お
け
る
皇
室

　
私
有
民
の
存
在
形
態
1
」
（
同
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
稿
書
房
、
一
九

　
八
一
年
。
初
繊
は
一
九
六
八
年
）
。

第
二
章
　
大
化
前
代
の
地
域
編
成
の
異
体
像
〔
A
〕
i
国
造
稲
置
系
統
に
お
け
る
八
±
　
編
成

国造制と大化改新（北）

　
前
章
で
は
、
孝
徳
紀
の
記
事
か
ら
、
〔
A
〕
国
造
稲
置
系
統
、
〔
B
〕
公
的
ミ
ヤ
ケ
系
統
と
、
〔
C
〕
私
的
ヤ
ケ
系
統
、
と
い
う
地
域
編
成
を

抽
出
し
た
。
こ
れ
を
一
つ
の
仮
説
的
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
、
本
章
で
は
ま
ず
〔
A
〕
の
国
造
稲
置
系
の
支
配
系
統
を
よ
り
具
体
的
に
描
き
出
し
て

み
よ
う
。

第
一
節
　
国
造
の
起
源
に
関
す
る
『
日
本
書
紀
舳
の
認
識

（249）

国
造
制
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
井
上
光
貞
氏
は
、
国
造
・
県
主
か
ら
な
る
国
県
制
の
制
度
的
確
立
を
高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
　
1
5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
地
域
的
偏
差
を
も
描
き
出
し
、
族
制
的
関
係
の
存
続
を
認
め
た
。
そ
の
後
、
後
者
の
側
面
が
関
路
氏
の
畿
内
白
岩
や
石
母
田
正
氏
の
在
地
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

長
制
論
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
「
畿
内
王
権
と
国
造
と
の
関
係
は
外
交
的
と
も
称
す
べ
き
関
係
で
あ
る
」
、
「
国
造
は
反
乱
伝
承
を
と
も
な
う
服

わ
ぬ
在
地
首
長
で
あ
る
」
と
い
っ
た
国
造
イ
メ
ー
ジ
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
統
一
的
な
地
方
制
度
と
い
う
意
義
を
強
調
し
て
い
た

国
県
制
論
の
形
骸
化
だ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
改
新
政
府
は
国
造
管
下
の
民
を
「
国
家
所
有
公
民
」
と
呼
び
、
政
府
直

轄
の
ミ
ヤ
ケ
と
並
ぶ
公
的
な
秩
序
と
位
遣
づ
け
て
い
た
。
ま
た
、
外
交
時
の
国
造
の
使
者
任
命
（
応
神
天
皇
十
五
年
八
月
条
）
や
、
東
国
国
司
の

功
過
判
定
に
際
し
て
の
国
造
へ
の
聴
き
取
り
（
大
化
二
年
三
月
辛
巳
条
「
今
西
下
二
百
集
使
及
諸
国
造
等
↓
国
司
至
レ
任
奉
レ
所
レ
誇
不
上
」
）
な
ど
か
ら
み
て

も
、
政
府
が
国
造
に
対
し
て
一
定
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
国
造
を
「
地
域
に
婚
付
す
る
服
わ
ぬ
在
地
首

長
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
妥
当
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

　
国
造
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
成
務
天
皇
四
年
二
月
朔
条
や
同
五
年
秋
九
月
条
に
み
え
る
国
造
設
置
伝
承
が
著
名
だ
が
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き

は
そ
れ
に
先
立
つ
景
行
天
皇
四
年
二
月
甲
子
条
の
美
濃
国
巡
行
記
事
で
あ
る
。

　
侃
喚
二
八
坂
入
媛
一
書
レ
妃
、
生
二
七
男
六
白
叩
第
一
聞
二
重
足
彦
天
皇
ハ
第
二
日
二
五
百
城
塁
彦
皇
子
↓
第
三
日
二
忍
之
別
皇
子
↓
…
…
第
十
三
日
二
弟
姫
皇
女
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
又
妃
三
尾
氏
磐
城
別
警
備
水
秘
書
媛
、
生
篇
五
百
野
皇
女
刈
次
妃
五
十
河
媛
、
生
二
神
櫛
皇
子
、
稲
背
入
彦
皇
子
一
節
兄
豊
漁
皇
子
、
是
讃
岐
国
造
之
始
祖
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
弟
稲
背
入
彦
皇
子
、
是
播
磨
別
之
始
祖
也
。
王
妃
阿
倍
氏
木
事
之
女
、
高
田
媛
、
生
二
武
国
旗
別
皇
子
叩
是
伊
予
国
漁
村
別
之
始
檀
也
。
次
妃
叢
誌
髪
長
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
田
根
、
生
日
向
襲
津
彦
皇
子
殉
是
阿
牟
君
之
始
祖
也
。
次
妃
襲
爵
媛
、
生
二
国
乳
管
皇
子
与
国
背
別
皇
子
、
至
聖
ヂ
直
道
豊
戸
別
皇
子
弔
其
兄
国
乳
歯
皇
子
、

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
是
水
沼
別
之
始
祖
也
。
弟
豊
戸
別
皇
子
、
鬼
火
国
別
之
始
祖
也
。
夫
天
皇
之
男
女
前
後
井
八
十
子
。
驚
喜
二
日
本
武
尊
・
稚
事
訳
天
皇
・
五
百
城
入
費
皇
子
｝

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
外
七
十
余
子
、
皆
封
二
国
郡
↓
各
如
二
其
国
幻
謹
撰
二
今
時
↓
謂
二
諸
国
之
別
一
型
、
即
其
別
丁
雌
蕊
喬
焉
。

16　（250）

素
行
天
皇
が
弟
媛
に
求
婚
す
る
も
拒
否
さ
れ
、
代
わ
り
に
姉
の
八
坂
入
媛
を
嬰
っ
て
多
く
の
子
を
な
し
た
と
い
う
前
半
部
を
受
け
て
、
後
半
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
「
別
王
の
分
封
」
が
語
ら
れ
、
『
日
本
書
紀
』
構
成
上
、
成
書
紀
の
国
造
設
置
の
前
提
を
な
し
て
い
る
。
「
当
㎜
今
時
（
謂
二
諸
国
之
別
一
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ

…
…
」
と
あ
り
、
こ
の
雷
説
が
生
み
出
さ
れ
た
段
階
に
「
別
」
な
る
存
在
が
諸
国
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
た
、
地
方
支
配
の
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③

遡
及
的
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
実
例
に
は
、
祖
た
る
皇
子
の
名
に
「
別
」
の
語
が
含
ま
れ
な
い
例
や
子
孫
が
「
別
」
の
称

を
帯
し
て
い
な
い
例
も
散
見
す
る
が
、
「
三
太
子
以
外
の
七
十
余
子
は
聖
王
と
し
て
地
方
に
下
り
、
そ
の
魚
商
が
現
在
「
諸
国
の
別
」
と
称
さ

れ
て
い
る
」
と
一
体
的
に
説
明
す
る
叙
述
形
式
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
「
播
磨
別
之
始
祖
」
で
あ
る
稲
輿
入
彦
皇
子
も
別
王
と
認
識
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
し
、
兄
の
神
頼
皇
子
も
当
然
別
王
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
神
櫛
皇
子
を
「
讃
岐
国
造
之
始
祖
也
」
と
記
す
の
は
、
諸
国
之
別
が

国
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
「
日
向
襲
津
彦
皇
子
、
是
阿
牟
君
恩
始
祖
也
」
も
阿
富
里
が
諸
国
之
別
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
記

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
『
上
宮
記
』
系
図
や
和
気
系
図
か
ら
も
ワ
ケ
か
ら
君
姓
へ
の
推
移
が
リ
ア
ル
に
跡
付
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
前
半
は
「
天
皇
が
在
地
の
女
性
姉
妹
に
池
の
ほ
と
り
で
求
婚
し
て
子
を
生
む
」
と
い
う
天
皇
巡
行
課
の
典
型
で
あ
り
、
笠
沙
の
御
前

に
お
け
る
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
大
山
津
見
の
娘
で
あ
る
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
や
媛
・
石
長
媛
と
の
神
半
玉
を
ベ
ー
ス
に
も
つ
も
の
で
あ
る
。
在

地
の
「
水
の
女
性
」
と
「
丁
霊
た
る
ス
メ
（
皇
）
」
と
の
神
聖
を
象
徴
す
る
話
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
別
王
に
よ
る
在

地
支
配
の
正
当
性
を
説
明
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節
別
と
国
造
i
国
造
制
の
第
一
段
二
一

　
他
方
、
現
実
の
国
造
の
姿
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
二
つ
の
典
型
的
な
類
型
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
第
　
が
反
乱
伝
承

を
と
も
な
う
国
造
で
、
そ
の
多
く
は
君
姓
を
有
す
る
。
第
二
は
直
姓
の
国
造
で
あ
る
。

　
国
造
に
付
さ
れ
た
服
わ
ぬ
存
在
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
第
一
類
型
の
国
造
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
典
型

的
な
実
例
と
し
て
上
毛
野
鷺
・
吉
備
臣
・
筑
紫
君
を
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
の
如
き
二
つ
の
特
徴
が
抽
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
①
上
毛
野
慰
・
筑
紫
君
は
、
と
も
に
「
君
」
姓
の
国
造
で
あ
る
（
応
神
天
皇
＋
五
年
八
月
条
「
時
、
遣
一
王
毛
野
君
祖
、
荒
田
別
・
品
別
於
百
済
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

継
体
天
皇
二
十
一
年
十
二
月
条
「
筑
紫
君
世
子
恐
二
曹
レ
父
諌
↓
献
二
糟
屋
屯
倉
↓
求
レ
購
二
死
罪
こ
）
。
吉
備
臣
は
中
央
貴
族
の
姓
で
あ
る
「
臣
」
を
得
て
い

る
た
め
に
霧
姓
が
表
面
に
は
現
わ
れ
な
い
だ
け
で
あ
る
。
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②
上
毛
野
君
・
吉
備
臣
は
、
と
も
に
「
別
」
を
祖
に
も
つ
（
応
訴
天
皇
＋
五
年
八
月
条
（
前
掲
）
、
同
二
＋
二
年
三
月
丁
南
条
「
兄
媛
者
、
吉
備
臣
祖

　
　
へ

御
家
別
之
妹
娘
」
、
同
二
十
二
年
九
月
庚
寅
条
）
。
筑
紫
君
の
祖
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
え
な
い
が
、
君
姓
を
共
有
し
、
大
彦
の
子
孫
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
や
は
り
別
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
は
ま
さ
に
、
先
の
景
行
脚
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
別
国
造
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
国
造
が
地
域
に
大
き
な
勢
力
を
誇
り
反
乱
伝

承
を
有
す
る
の
は
、
在
地
に
根
を
張
る
弄
わ
ぬ
在
地
首
長
だ
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
地
方
に
流
れ
至
っ
た
大
王
の
末
蕎
目
「
別
」
を
祖
と
す

る
君
姓
国
造
に
こ
そ
反
乱
伝
承
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
王
の
末
喬
で
あ
る
、
も
し
く
は
末
巻
で
あ
る
と
自
称
す
る
「
貴
種
性
」
ゆ
え
に
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

主
自
立
の
意
識
が
強
く
、
地
域
反
乱
の
結
集
核
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
在
地
豪
族
が
自
立
的
な
「
氏
族
」
と
し
て
強
固
な
結
束

を
も
っ
て
独
自
に
反
乱
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
王
権
依
存
性
・
未
熟
性
こ
そ
が
、
古
代
日
本
の
「
氏
」
の
特
徴
だ
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
が
み

「
別
」
の
起
源
が
「
水
辺
の
神
婚
課
」
と
共
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
祝
詞
に
い
う
「
皇
神
」
と
し
て
の
権
威
、
す
な
わ
ち
穀
霊
的
権
威
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

掲
げ
て
在
地
に
根
を
張
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
別
」
が
そ
の
ま
ま
国
造
の
始
祖
に
な
っ
て
い
る
類
型
を
、
君
姓
を
有
す
る

〔
ワ
ケ
型
国
造
〕
と
名
付
け
よ
う
。

　
他
方
、
国
造
で
最
も
典
型
的
な
も
の
は
直
腸
国
造
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
「
別
」
を
介
し
て
国
造
の
地
位
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
景
行
紀
で
も
、
神
言
皇
子
の
如
く
子
孫
が
そ
の
ま
ま
讃
岐
国
造
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
例
が
あ
る
一
方
で
、
稲
背
黒
彦
皇
子
や
武
国
君

別
皇
子
の
よ
う
に
播
磨
別
・
伊
予
国
御
皇
別
の
始
祖
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
書
き
分
け
は
、
後
の
「
国
造
本
紀
」
な
ど
の

よ
う
に
国
造
が
自
ら
の
始
祖
を
好
ん
で
皇
族
系
譜
に
仮
託
す
る
以
前
の
「
国
造
と
別
と
の
並
存
状
態
」
を
直
裁
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
「
別
」
と
主
従
関
係
や
婚
姻
な
ど
の
密
接
な
関
係
を
得
る
こ
と
で
国
造
の
地
位
を
得
た
在
地
首
長
（
県
主
）
が
直
姓
国
造
な
の
で
は
な
い

施
・
そ
し
て
「
別
」
を
奉
じ
て
国
造
の
地
位
を
得
た
特
定
の
有
力
斎
王
と
支
配
隷
属
関
係
を
結
ん
だ
周
辺
の
県
王
た
ち
が
稲
置
し
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
直
木
孝
次
郎
氏
は
欠
史
八
代
系
譜
に
お
い
て
県
主
家
か
ら
多
く
の
盾
妃
が
出
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た

勘
大
和
に
お
い
て
は
大
毒
身
が
強
力
な
ワ
ケ
王
に
相
当
し
・
周
辺
の
有
力
県
王
は
大
王
家
と
の
血
誘
係
を
重
ね
る
こ
と
で
直
姓
を
付
与
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さ
れ
て
、
国
造
（
倭
国
造
、
葛
城
国
造
、
都
郡
国
造
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
大
王
家
と
県
主
家
と
の
濃
厚
な
婚
姻
の
構
図
こ
そ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

地
方
に
お
け
る
ワ
ケ
王
と
直
証
国
造
と
の
関
係
を
暗
示
す
る
事
例
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
允
恭
天
皇
二
年
二
月
平
岸
条
に
み
え
る
闘
鶏
国
造

の
「
既
二
其
姓
↓
謂
二
稲
置
こ
と
い
う
記
事
は
、
直
姓
国
造
と
稲
置
と
の
間
に
は
質
的
な
差
が
な
か
っ
た
こ
と
、
本
来
は
同
等
の
県
主
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
安
閑
天
皇
元
年
七
月
辛
酉
朔
条
、
閏
十
二
月
壬
午
条
に
み
え
る
三
島
県
主
飯
粒
の
行
動
も
、
王
権
へ
の
屯
倉
献
上
と

い
う
行
為
を
通
し
て
国
造
凡
河
内
直
味
張
と
の
間
の
旧
来
の
支
配
隷
属
関
係
を
脱
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
の
よ
う
な
有
力
県
主
が
別
王
を
奉
じ
て
国
造
の
地
位
に
つ
い
た
も
の
を
、
直
姓
を
有
す
る
〔
在
地
首
長
型
国
造
〕
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
、
景
盗
汗
の
分
封
と
そ
れ
を
受
け
た
成
務
朝
の
国
造
任
命
は
、
仁
徳
天
皇
十
六
年
七
月
朔
条
の
「
播
磨
国
造
祖
、
速
持
」
や
履
中
天
皇

六
年
二
月
朔
条
の
「
是
（
筆
者
註
　
鯉
魚
磯
目
王
の
子
鷲
国
王
）
、
讃
岐
国
造
・
阿
波
国
華
真
平
、
凡
二
族
之
始
祖
也
」
な
ど
の
記
述
の
存
在
か
ら

み
て
そ
の
ま
ま
当
該
期
の
史
実
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
国
造
支
配
の
正
当
性
が
「
別
」
な
る
貴
種
に
直
接
的
も
し
く
は
間
接
的
な
形

で
媒
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
各
地
域
に
お
い

て
国
造
管
下
に
入
っ
て
い
な
い
県
主
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
三
節
　
部
内
支
配
の
確
立
と
国
司
国
造
綱
　
　
国
造
制
の
第
一
一
段
階

国造制と大化改新（北〉

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
五
世
紀
頃
に
「
別
」
の
下
向
と
い
う
触
媒
を
介
し
て
国
造
の
地
位
を
得
た
有
力
県
主
が
、
周
辺
の
諸
県
主
を
稲
置
と
位
置

づ
け
て
作
っ
た
族
制
的
秩
序
は
、
何
時
・
如
何
に
し
て
部
内
支
配
へ
と
転
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
復
元
し
た
大
化
前
代
の
〈
国
司
国
造
制
〉
、
す
な
わ
ち
毎
年
八
月
に
発
遣
さ
れ
た
国
司
（
国
造
）
が
国
造
を

率
い
て
部
内
を
巡
行
し
、
二
月
～
三
月
に
共
に
上
京
・
朝
集
し
て
報
告
を
行
な
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
推
古
朝
ま
で
に
は
確
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
利
憲
一
氏
の
提
示
し
た
「
国
電
の
立
ち
寄
る
「
国
」
が
国
造
に
先
行
す
る
」
と
い
う
仮
説
に
は
、
そ
れ
が
な
ぜ
＝
一
〇

箇
所
程
度
に
な
っ
た
の
か
十
分
に
説
明
で
き
な
い
な
ど
の
疑
問
も
あ
る
が
、
「
別
」
に
媒
介
さ
れ
た
旧
式
の
国
造
制
が
新
た
に
発
遣
さ
れ
る
こ
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と
に
な
っ
た
賢
宰
の
下
に
位
置
づ
け
直
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
旧
来
の
国
造
制
が
〈
国
司
国
造
制
〉
と
い
う
べ
き
第
二
段
階
へ
と
脱
皮
し
た
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
う
意
昧
で
は
首
肯
す
べ
き
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
既
往
の
国
造
は
、
国
宰
（
く
に
の
み
こ
と
も
ち
）
へ
の
供
給
を
義
務
付
け
ら
れ
る
代
わ
り
に
、

「
く
に
の
み
や
つ
こ
」
と
認
定
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
国
造
は
、
〈
国
司
国
造
制
〉
に
組
み
込
ま
れ
た
国
家
的
な
地
位
と
な
り
、

そ
れ
ゆ
え
伴
造
の
管
す
る
ミ
ヤ
ケ
も
ま
た
そ
の
部
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
石
母
田
氏
は
二
次
的
に
編
成
さ
れ
た
在
地
首
長
と

し
て
「
大
国
造
」
を
想
定
し
た
が
、
大
国
造
・
小
国
造
の
区
分
に
問
題
が
残
る
こ
と
は
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
私
は

こ
れ
を
〈
国
司
国
造
網
〉
に
組
み
込
ま
れ
た
第
二
期
の
国
造
制
と
し
て
捉
え
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
薪
制
度
を
円
滑
に
運
用
す
べ
く
隅
来
の
国

造
を
超
え
る
「
凡
国
造
」
の
よ
う
な
地
位
が
設
定
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
東
国
国
司
詔
に
み
ら
れ
る
国
造
の
下
に
地
方
伴
造

と
稲
置
が
属
す
る
か
の
ご
と
く
み
え
る
構
造
は
、
大
国
造
制
云
々
の
問
題
で
は
な
く
、
国
司
を
奉
じ
た
国
造
が
旧
来
の
稲
置
の
み
な
ら
ず
ミ
ヤ

ケ
の
懸
造
を
も
管
下
に
お
さ
め
て
領
域
支
配
を
成
し
遂
げ
た
〈
国
司
国
造
制
〉
の
秩
序
を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
崇
峻
天
皇
二

年
（
五
八
九
）
七
月
朔
の
国
境
画
定
は
国
司
制
度
を
東
国
に
ま
で
拡
大
す
る
準
備
作
業
で
あ
り
、
東
国
国
司
発
遣
は
既
に
六
世
紀
中
葉
に
は
西

国
近
国
で
施
行
さ
れ
て
い
た
当
該
の
制
度
を
東
国
に
ま
で
適
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
国
国
司
が
〈
国
司
国
造
制
〉
の
遅
れ
た
実
行
だ
と
す
る
と
、
東
国
國
司
詔
に
み
え
る
国
司
と
国
造
と
の
関
係
に
は
、
国
司
巡
行
を
契
機
と

し
て
「
国
造
部
内
」
が
設
定
さ
れ
て
い
く
旧
来
の
地
方
支
配
展
開
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
大
化
二
年
八
月
癸
酉
条
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
宜
γ
観
二
国
々
彊
堺
【
或
図
持
来
奉
》
示
。
国
県
之
名
来
賊
将
定
。
國
々
可
レ
築
レ
堤
地
、
可
レ
穿
レ
溝
所
、
可
レ
墾
レ
田
間
、
発
給
使
レ
造
。
当
レ
聞
二
解
此
所
フ
宣
。

と
い
う
詑
事
も
こ
れ
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
常
陸
國
風
土
記
撫
行
方
郡
条
で
継
体
朝
の
人
物
と
さ
れ
る
度
々
氏
麻
多
智
は
、

こ
の
地
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た
自
然
神
夜
刀
神
（
氾
濫
す
る
谷
川
の
水
の
象
徴
）
を
山
口
の
ほ
う
へ
追
い
払
っ
て
地
域
の
開
墾
を
成
し
遂
げ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
首
長
制
的
支
配
は
孝
徳
朝
の
行
方
立
評
に
際
し
て
茨
城
国
造
の
壬
生
連
荘
に
よ
る
領
域
的
支
配
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
　
設
レ
社
初
祭
者
。
即
還
発
…
耕
田
一
十
町
余
幻
麻
多
智
子
孫
相
承
致
レ
祭
、
至
レ
今
不
レ
絶
。
其
後
、
至
一
難
波
長
柄
豊
前
大
宮
臨
軒
天
皇
之
世
↓
壬
生
連
麿
、
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国造制と大化改新（北）

　
初
占
二
其
谷
哨
令
レ
築
二
池
堤
一
時
、
…
…
。

こ
こ
に
「
相
承
致
レ
祭
、
至
レ
今
夏
レ
絶
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
腰
多
智
の
子
孫
は
自
ら
の
政
治
性
を
払
拭
し
つ
つ
、
夜
刀
神
（
水
神
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

祭
る
祭
祀
集
団
と
な
っ
て
奈
良
時
代
以
降
も
生
き
延
び
て
い
く
。
こ
れ
が
従
来
い
わ
れ
る
県
主
の
祭
紀
的
性
格
な
の
で
あ
ろ
う
。
東
国
ゆ
え
に

時
代
が
や
や
下
っ
た
事
例
と
な
る
が
、
こ
の
麻
多
智
こ
そ
こ
れ
ま
で
国
造
の
管
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
県
主
の
実
例
で
あ
っ
て
、

国
司
巡
行
と
と
も
に
そ
の
支
配
領
域
が
国
造
部
内
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
く
様
子
が
リ
ア
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
国
造
制
に
は
、
①
別
（
ワ
ケ
）
を
媒
介
と
し
た
宗
教
的
か
つ
族
制
的
な
秩
序
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
〈
プ
レ
国
造

制
〉
と
称
す
べ
き
国
造
制
の
第
一
段
階
、
②
大
化
前
代
の
ミ
コ
ト
モ
チ
制
の
成
立
に
触
発
さ
れ
て
部
内
支
配
を
実
現
す
る
〈
杉
舟
国
造
制
〉
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

称
す
べ
き
国
造
制
の
第
一
一
段
階
、
と
い
う
二
つ
の
歴
史
的
段
階
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
石
母
田
正
氏
が
想
定
し
た
「
大
国
造
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

小
国
造
」
な
る
視
角
を
歴
史
化
し
て
捉
え
直
し
た
も
の
だ
と
も
い
え
よ
う
。

第
四
節
　
　
『
晴
磐
倭
国
伝
聴
に
み
え
る
八
十
戸
編
成

　
『
階
書
倭
国
伝
睡
に
は
、
開
皇
二
十
年
（
推
古
天
皇
八
年
、
六
〇
〇
）
の
遣
階
使
が
習
俗
等
を
問
わ
れ
た
際
の
答
弁
と
し
て
、

　
内
官
有
二
十
二
等
幻
一
田
大
徳
、
次
小
寒
、
次
大
仁
、
次
小
罪
、
次
大
義
、
次
小
義
、
次
大
礼
、
次
小
寒
、
次
大
智
、
次
小
智
、
次
大
信
、
次
小
信
。
員
無
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
定
数
幻
膚
二
軍
尼
一
百
二
十
人
殉
猶
二
中
国
牧
牛
叩
八
十
戸
置
二
一
伊
尼
翼
〔
翼
ヵ
X
掛
軸
今
里
長
一
也
。
十
伊
欝
出
島
二
一
軍
尼
幻
…
…
戸
可
二
十
万
殉

と
い
う
文
章
を
載
せ
て
い
る
。
冠
位
十
二
階
の
紹
介
と
共
に
倭
国
の
国
制
を
説
明
し
て
い
る
の
だ
が
、
「
軍
尼
」
の
も
と
に
十
の
「
伊
尼
翼
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
属
し
、
「
伊
尼
翼
」
に
は
八
章
戸
が
置
か
れ
て
い
る
と
書
い
て
あ
る
。
た
だ
し
八
十
戸
の
存
在
を
示
す
史
料
は
こ
れ
以
外
に
な
く
、
国
県
三

論
自
体
に
否
定
的
な
意
見
が
強
ま
る
な
か
、
近
年
で
は
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
井
上
光
貞
氏
自
身
も
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
「
八
十
戸
置
欄
…
一
伊
白
焼
こ
を
そ
の
ま
ま
に
捉
え
て
計
算
し
て
み
る
と
、
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
見
え
る
戸
数
よ
り
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
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し
か
し
、
近
年
で
は
「
軍
尼
一
百
二
十
人
」
が
『
聖
書
倭
国
伝
』
の
品
位
武
の
上
表
文
に
み
え
る
倭
国
の
支
配
同
数
、
『
国
造
本
紀
』
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

造
数
と
近
似
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
記
述
の
信
葱
性
を
積
極
的
に
認
め
る
研
究
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
章
で
も
『
日
本
書
紀
』
の
改
新
記

事
に
お
い
て
国
造
…
県
稲
置
が
公
的
地
方
支
配
の
枠
組
み
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
本
章
で
詳
説
し
て
き
た
国
造
制
の
二
段
階
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の
史
料
に
一
つ
の
新
た
な
解
釈
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
第

一
段
階
の
古
い
国
造
制
に
お
い
て
国
造
が
人
格
的
・
王
従
関
係
（
ト
モ
的
関
係
）
を
結
ん
で
い
た
一
定
数
の
県
主
（
十
稲
置
程
度
）
の
支
配
領
域
が

八
十
戸
で
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
八
十
戸
制
が
第
二
段
階
に
至
っ
て
も
な
お
、
国
造
の
権
力
が
直
接
的
に
及
ぶ
範

囲
と
し
て
存
続
し
、
エ
ダ
チ
の
徴
発
や
国
造
軍
編
成
の
際
に
は
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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①
　
井
上
光
貞
「
国
造
剃
の
成
立
」
（
鱗
井
上
光
貞
著
作
集
㎞
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、

　
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
五
一
年
間
。

②
　
関
晃
「
畿
内
制
の
成
立
」
（
『
関
晃
著
作
集
㎞
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、

　
初
出
は
一
九
五
〇
年
）
、
石
母
田
第
一
章
註
⑥
著
書
、
早
川
第
一
輪
中
④
論
文
、

　
大
津
透
門
律
令
国
家
と
畿
内
」
（
同
噸
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
㎞
岩
波
書
店
、

　
一
九
九
一
二
年
。
初
繊
は
一
九
八
五
年
）
な
ど
参
照
。

③
別
（
ワ
ケ
）
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
門
日
本
古
代
の
別
（
和
気
）
と
そ
の
実

　
態
」
（
同
『
日
本
古
代
の
政
治
と
社
会
㎏
傍
近
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
。
初
禺
は

　
一
九
六
工
年
）
、
上
田
正
昭
「
大
和
国
家
の
構
造
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第

　
二
巻
古
代
2
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
、
「
大
和
国
家
の
成
立
過
程
」
（
噸
古
代

　
氏
講
座
』
第
四
巻
、
学
生
社
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
。
井
上
光
貞
氏
は
㎎
史
学
雑

　
誌
』
七
ニ
ー
五
、
一
九
六
三
年
の
「
回
顧
と
展
望
扁
に
お
い
て
上
田
説
の
方
を
支

　
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
部
武
彦
「
国
造
の
姓
と
系
譜
」
（
同
噌
日
本
古
代
の
氏

　
族
と
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
。
初
出
は
…
九
五
〇
年
〉
、
新
野
直
吉

　
『
国
造
と
県
主
』
至
文
堂
、
～
九
六
五
年
、
太
田
亮
『
全
訂
日
本
上
代
社
会
組

　
織
の
研
究
』
邦
光
書
房
、
一
九
五
五
年
、
な
ど
も
合
わ
せ
参
照
。

④
皇
胤
が
反
乱
勢
力
の
結
集
核
と
な
る
の
は
、
奈
良
時
代
の
皇
族
を
奉
じ
た
政
争
、

　
平
将
門
の
乱
、
鎌
倉
将
軍
と
武
士
団
と
の
関
係
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。

⑤
播
磨
国
隙
見
屯
倉
の
屯
倉
権
輿
・
弘
計
王
、
丹
波
国
桑
田
郡
の
倭
彦
王
、
三
国

　
坂
中
井
の
男
大
古
王
と
そ
の
聖
意
江
国
高
島
郡
の
彦
主
人
王
な
ど
が
別
王
の
実
例

　
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
泉
谷
康
夫
「
服
属
伝
承
の
研
究
」
（
横
田
健
｝
編
噸
日
本

　
書
紀
研
究
』
第
四
冊
、
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
が
、
ワ
ケ
と
穀
霊
信
仰
と
の
関

　
係
を
論
じ
て
い
る
。

⑥
「
県
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
「
あ
が
ち
た
」
説
な
ど
古
く
か
ら
議
論
が
あ
る

　
が
、
語
源
的
な
分
析
が
必
ず
し
も
有
効
だ
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
平
安
時
代
に

　
お
い
て
県
の
語
が
「
い
な
か
」
「
地
方
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重

　
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
県
召
除
目
」
と
は
「
地
方
官
の
任
命
」
、
「
露
見
」
（
古
今
集

　
九
三
八
）
は
「
田
舎
見
物
」
、
「
あ
が
た
あ
り
き
」
（
か
げ
ろ
う
日
記
）
は
「
い
な

　
か
ま
わ
り
」
「
地
方
官
赴
任
」
だ
か
ら
、
県
の
第
～
義
は
素
直
に
地
方
・
田
舎
で

　
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
語
源
を
憶
測
す
れ
ば
、
「
あ
＋
か
た
」
で

　
あ
ろ
う
。
「
あ
」
は
「
あ
ち
ら
扁
「
あ
そ
こ
」
「
あ
な
た
」
の
よ
う
に
対
面
す
る
他

　
者
を
指
し
、
「
か
た
」
は
「
い
っ
か
た
」
な
ど
「
方
向
」
「
箇
所
」
「
所
」
の
意
。
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従
っ
て
「
あ
が
た
」
と
は
「
む
こ
う
の
方
」
「
あ
ち
ら
の
か
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ア

　
ン
ス
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
制
と
し
て
の
「
県
」
も
「
王
権
の
側
か
ら
み
た
地

　
方
」
も
し
く
は
門
王
権
に
よ
っ
て
意
識
化
さ
れ
た
地
方
」
を
指
し
、
「
県
主
」
も

　
本
来
は
「
王
権
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
た
地
方
・
地
域
の
首
長
」
と
い
っ
た
広
い
ニ

　
ュ
ア
ン
ス
を
有
す
る
概
念
で
あ
ろ
う
。

⑦
直
木
孝
次
郎
「
県
主
と
古
代
の
天
皇
」
（
同
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
㎞
塙

　
畑
旦
厨
、
　
一
九
∴
ハ
四
隔
牛
）
。

⑧
大
津
透
氏
は
古
代
天
皇
が
畿
内
の
国
造
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
と
す
る

　
（
大
津
註
②
論
文
）
。

⑨
以
上
の
二
類
型
は
、
古
代
豊
本
の
貴
種
観
念
と
豪
族
の
王
権
依
存
性
を
象
徴
す

　
る
も
の
で
、
王
権
側
か
ら
す
れ
ば
自
ら
の
抱
え
る
多
く
の
皇
子
の
資
養
料
を
確
保

　
す
べ
く
分
封
の
名
の
も
と
地
方
に
下
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
地
方
豪
族
の
側
か
ら

　
す
れ
ば
当
該
地
域
の
勢
力
図
に
お
い
て
他
の
豪
族
に
対
す
る
自
己
の
プ
ラ
イ
オ
リ

　
テ
ィ
ー
を
獲
得
す
る
と
い
う
利
益
が
あ
っ
た
。
地
方
に
お
い
て
首
長
墓
系
列
か
ら

　
み
て
不
自
然
に
隔
絶
し
た
規
模
の
前
方
後
円
墳
が
突
発
的
に
発
生
す
る
事
例
が
み

　
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
ス
メ
ミ
マ
下
向
を
受
け
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
造
営
と
解
せ

　
る
の
で
は
な
い
か
。
豪
族
勢
力
の
消
長
と
み
る
古
墳
編
年
の
設
定
、
地
域
相
互
の

　
階
層
秩
序
と
み
る
前
方
後
円
墳
体
制
論
に
は
疑
問
が
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
構

　
図
は
こ
れ
以
降
も
闘
将
門
の
事
例
や
鎌
倉
武
士
団
に
お
け
る
源
氏
と
そ
れ
を
奉
ず

　
る
北
条
氏
と
い
う
関
係
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
ま
た
多
く
の
皇
女
に
つ
い
て
も
、

第
三
章
　
大
化
前
代
の
地
域
編
成
の
具
体
像
〔
B
〕

　
申
事
貴
族
の
妻
に
な
っ
た
実
例
は
僅
少
で
、
史
料
上
で
行
方
が
見
え
な
い
の
は
、

　
未
婚
の
ま
ま
地
方
の
式
内
社
に
下
さ
れ
、
烈
女
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
伊

　
勢
の
斎
富
は
そ
の
代
表
格
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑩
毛
利
憲
一
「
六
・
七
世
紀
の
地
方
支
配
」
（
㎎
日
本
史
研
究
幅
五
二
～
二
、
二
〇
〇

　
六
年
〉
参
照
。

⑪
　
井
上
光
貞
「
カ
モ
県
主
の
研
究
」
（
『
井
上
光
貞
著
作
集
㎞
第
～
巻
、
岩
波
書
店
、

　
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
六
二
年
）
。

⑫
高
天
原
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
弟
で
あ
る
ス
サ
ノ
ヲ
が
天
下
り
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ

　
ナ
ヅ
チ
の
娘
で
あ
る
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
婁
り
、
生
ま
れ
た
子
孫
大
国
主
神
が
国
作

　
り
を
行
な
う
と
い
う
『
古
事
記
』
上
巻
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
畿
内
の
治
天
下
大
王

　
の
一
族
で
あ
る
別
電
が
地
方
に
下
向
し
、
在
地
の
県
主
の
娘
を
嬰
っ
て
、
そ
の
子

　
孫
が
国
造
に
な
る
と
い
う
現
実
の
秩
序
を
、
神
話
的
に
説
明
し
た
も
の
だ
と
い
え

　
よ
う
。
そ
し
て
続
く
天
孫
降
臨
、
す
な
わ
ち
国
造
黒
松
域
に
「
職
を
奉
じ
る
百
八

　
十
部
扁
を
率
い
て
天
降
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
宰
の
発
遣
も
し
く
は
ミ
ヤ
ケ
の
設

　
麗
を
象
徴
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
石
母
田
第
一
左
註
⑥
著
書
。

⑭
中
田
薫
「
我
古
典
の
「
部
」
及
び
「
県
」
に
就
て
」
（
同
噸
法
制
史
論
集
』
第

　
三
巻
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
、
井
上
註
①
論
文
。

⑮
毛
利
註
⑩
論
文
。
古
く
は
岸
俊
男
「
律
令
体
制
下
の
豪
族
と
農
民
」
（
㎎
岩
波

　
講
座
日
本
歴
史
㎞
第
一
二
巻
、
　
一
九
∴
ハ
ニ
年
）
。

第
㎜
節
　
　
「
三
十
戸
」
単
位
と
穴
十
戸
編
成

ミ
ヤ
ケ
系
統
に
お
け
る
六
十
戸
編
成

研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
改
新
詔
に
み
え
る
仕
丁
差
点
の
旧
制
な
ど
、
「
三
十
戸
」
と
い
う
数
字
が
諸
史
料
に
散
見
し
、
五
十
戸
一
里
に
先
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①

激
し
て
三
十
戸
一
里
の
制
が
存
在
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
八
木
田
・
平
田
歌
二
氏
ら
の
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
白
髪
部
五
十
戸
」

木
簡
が
出
土
し
て
以
降
、
こ
う
し
た
議
論
は
振
り
出
し
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
地
域
編
成
と
み
て
里
制
の
問
題
と
短
絡
的
に
結
び

つ
け
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
三
十
戸
の
「
差
点
単
位
鳳
が
～
定
期
聞
に
現
わ
れ
る
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

史
料
は
、
改
新
詔
第
四
条
の
仕
丁
徴
発
規
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
の
内
容
を
後
の
賦
役
令
の
書
式
に
無
理
や
り
押
し
込
ん
で
表
現
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
文
意
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
如
何
様
に
で
も
読
め
る
の
で
暫
く
措
き
、
他
の
い
く
つ
か
の
史
料
か
ら
推

考
を
進
め
て
い
き
た
い
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
ミ
ヤ
ケ
に
お
け
る
地
域
編
成
は
六
十
戸
を
基
準
と
し
て
お
り
、
三
十
戸
と
い
う
数
字
は
そ
れ
と

の
関
係
で
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
根
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
注
目
し
た
い
の
は
、
戸
令
1
為
里
条
に
関
す
る
集
解
諸
説
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
六
十
戸
と
い
う
纏
ま
り
が
存
在
し
た
場
合
の
処
置

を
め
ぐ
る
議
論
が
繰
り
返
し
現
わ
れ
る
。
「
古
記
」
の
段
階
で
は
「
六
十
戸
が
あ
っ
た
場
合
に
は
三
十
戸
二
つ
に
分
割
す
る
」
こ
と
が
語
ら
れ

て
い
る
（
門
古
記
云
、
若
有
山
岡
十
戸
一
国
、
為
二
二
分
↓
各
以
二
辮
戸
一
戸
レ
里
也
漏
）
。
と
こ
ろ
が
「
令
堂
」
に
な
る
と
、
三
十
良
説
を
紹
介
し
つ
つ
も
非

と
し
、
五
十
戸
と
十
戸
へ
の
分
割
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
「
釈
云
、
師
説
云
、
若
満
二
六
十
戸
者
、
割
二
十
戸
心
立
二
一
異
翼
喪
一
人
幻
或
説
、

論
…
二
分
↓
各
以
二
世
月
為
レ
里
者
、
非
也
」
）
。
そ
し
て
「
義
解
偏
で
は
、
五
十
戸
編
成
を
当
然
の
も
の
と
し
て
採
用
す
る
よ
う
に
な
る
（
「
謂
、
若

満
了
ハ
十
戸
一
者
、
割
二
十
戸
一
立
［
二
里
｛
覆
二
長
一
原
器
其
不
レ
満
二
十
家
㎜
者
、
隷
心
入
大
村
一
群
レ
須
別
置
｝
也
」
）
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
明
法
家
の
机
上
の
空

論
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
六
十
戸
」
と
い
う
秩
序
が
広
範
に
実
在
し
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
議
論
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
二
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
の
立
評
記
事
で
あ
る
。
「
割
二
茨
城
地
八
里
、
那
珂
地
七
里
、
合
七
百
余
戸
（
別
置
二
郡
家
こ
と
あ
る

の
だ
が
、
「
那
珂
地
七
里
」
の
部
分
は
西
野
宣
明
校
本
に
は
無
く
、
宮
本
元
球
が
五
十
戸
一
里
か
ら
逆
算
し
て
補
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
栗

田
寛
も
『
標
注
風
土
記
考
証
』
で
「
尚
疑
あ
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
従
っ
て
吉
川
真
司
氏
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

里
×
五
〇
戸
1
1
七
五
〇
戸
赴
七
〇
〇
余
戸
、
と
五
十
戸
制
の
施
行
を
唱
え
る
の
は
循
環
論
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
七
五
〇
戸
と
い
う
五
〇
戸
も
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の
端
数
を
「
○
○
余
戸
」
と
は
い
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
私
の
復
元
案
は
「
翻
篇
茨
城
地
八
里
、
那
珂
地
四
里
、
合
七
百
余
戸
↓
別
置
二
郡
家
一
」
で
あ
る
。
実
は
流
川
無
痛
も
非
常
に
実
証
的
な
手
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
ら
「
那
珂
地
四
里
」
を
復
元
し
て
い
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
輪
行
方
郡
条
に
「
立
項
」
さ
れ
、
『
和
名
類
聚
抄
』
の
郷
名
に
続
い
て
い
く
里
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
十
二
里
（
行
方
里
、
提
賀
里
、
曽
尼
村
、
男
高
里
、
麻
生
里
、
香
澄
里
、
板
来
村
、
当
麻
郷
、
藝
都
里
、
田
里
、
相
鹿
里
、
大
生
里
）
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
寒
川
氏
は
「
那
珂
地
四
里
」
と
復
元
す
る
の
だ
が
、
五
〇
戸
×
十
二
里
で
は
六
〇
〇
戸
と
な
る
。
七
五
〇
戸
に
合
わ
な
い
と
し
て
、
五
十

戸
制
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
苦
し
い
説
明
を
す
る
必
要
は
な
い
。

　
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、
行
方
評
に
は
茨
城
・
那
珂
の
両
地
域
に
跨
る
壬
生
部
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
建
言
申
請
者
で
あ
る
茨
城
国
造

小
乙
下
壬
生
連
勢
、
那
珂
国
造
大
建
壬
生
直
夫
子
の
二
人
は
、
国
造
で
あ
る
と
と
も
に
当
該
地
域
に
置
か
れ
て
い
た
壬
生
部
の
管
掌
者
で
も
あ

る
伴
造
国
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
壬
生
部
を
核
に
し
て
設
定
さ
れ
た
の
が
行
方
評
で
あ
る
。
麿
は
「
連
」
姓
を
受
け
て
い
る
が
、
夫
子
は
「
直
」

姓
し
か
有
し
て
お
ら
ず
、
壬
生
部
の
支
配
系
統
に
お
い
て
は
麿
の
管
下
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
麿
は
、
壬
生
部
の
勢
力
の
及
ぶ
行
方
地
域
に
対

す
る
権
益
を
失
い
た
く
な
い
が
、
自
身
は
最
も
豊
か
な
茨
城
地
域
に
対
す
る
旧
来
の
支
配
を
継
続
す
べ
く
そ
の
評
司
に
就
く
こ
と
を
希
望
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
で
夫
子
を
行
方
評
の
初
代
評
司
に
推
薦
・
配
置
し
た
と
い
う
の
が
競
漕
の
実
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
は
、
八
・
九
世
紀
の
郡
司
の
実
例
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
倉
院
調
布
墨
書
に
は
「
擬
主
帳
従
八
位
□
茨
城
町
□
」

（
天
平
勝
宝
四
年
十
月
ヵ
）
と
見
え
、
茨
城
郡
で
は
茨
城
某
が
擬
主
翼
の
地
位
に
あ
り
、
従
八
位
を
帯
び
て
い
る
。
筑
波
郡
の
擬
主
帳
が
元
位
の

中
臣
部
百
敷
（
調
布
墨
書
、
天
平
宝
字
七
年
十
月
）
、
信
太
郡
で
は
擬
態
政
で
あ
っ
て
も
優
位
の
物
部
大
川
（
同
、
天
平
勝
宝
四
年
十
月
）
で
あ
る
こ

と
に
比
し
て
、
茨
城
郡
の
卓
抜
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
茨
城
国
造
壬
生
導
因
の
後
喬
（
一
族
）
が
郡
領
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

行
方
郡
で
は
天
平
勝
宝
五
年
十
月
段
階
で
も
大
領
は
外
宮
八
位
下
露
生
直
足
人
（
同
）
で
あ
っ
て
、
壬
生
直
夫
子
の
後
蕎
が
大
領
を
継
い
で
い

る
。
な
お
、
那
珂
郡
は
那
珂
国
造
壬
生
直
夫
子
の
手
を
離
れ
て
宇
治
部
に
属
し
て
い
た
同
族
の
者
が
評
司
と
な
っ
た
こ
と
は
、
『
長
日
本
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

や
調
庸
墨
書
の
実
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
（
養
老
七
年
二
月
　
大
領
宇
治
部
直
荒
山
、
天
平
宝
字
元
年
十
月
　
老
少
領
宇
治
部
大
成
、
天
応
元
年
正
月
　
大
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領
宇
治
部
全
成
）
。
行
方
郡
は
壬
生
部
の
支
配
の
及
ぶ
地
域
を
評
に
設
定
し
た
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
迂
遠
な
検
討
を
し
た
が
、
こ
の
壬
生
部
の
置
か
れ
た
地
域
が
も
と
も
と
六
十
戸
編
成
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
仮
定
し
て
計
算
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
八
里
＋
四
里
）
×
六
〇
戸
1
1
七
二
〇
戸
と
な
る
。
「
七
百
余
戸
」
に
ふ
さ
わ
し
い
数
字
が
現
わ
れ
、
白
川
氏
の
疑
問
も
氷
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
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第
二
節
　
仕
丁
徴
発
規
定
と
六
十
戸
編
成

　
次
に
、
『
播
磨
国
風
土
記
隔
揖
保
郡
越
部
里
条
の
記
事
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
越
部
里
。
欄
饒
嬰
覆
土
中
中
。
所
凶
漁
号
一
｝
皇
子
代
　
者
、
勾
宮
天
皇
之
世
、
寵
人
但
馬
君
小
津
、
蒙
レ
寵
賜
レ
姓
、
為
一
皇
子
中
中
↓
而
造
二
三
宅
於
此
村
↓
令
二

　
仕
奉
一
之
。
故
日
扁
一
皇
子
代
村
つ
後
至
下
上
野
大
夫
結
二
滑
戸
　
之
時
炉
改
号
二
越
部
幻
和
紙
い
棚
恥
齢
綱
鮭
宅

「
安
閑
天
皇
の
世
に
、
但
馬
君
小
津
が
皇
子
代
君
の
称
を
得
て
こ
の
村
に
設
定
さ
れ
た
子
代
の
三
宅
に
仕
申
し
た
の
で
、
皇
子
代
村
と
呼
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
の
ち
上
野
大
夫
が
そ
れ
を
三
十
戸
に
結
ん
だ
時
に
至
っ
て
、
越
部
里
と
改
称
さ
れ
た
」
と
い
う
。
但
馬
君
小
津
は
但

馬
の
ワ
ケ
と
し
て
但
馬
国
造
の
地
位
に
あ
っ
た
一
族
の
一
人
で
あ
ろ
う
が
、
安
閑
朝
に
設
定
さ
れ
た
子
代
の
伴
造
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
上
野
大
夫
は
、
同
書
の
飾
磨
郡
条
に
見
え
る
京
浜
年
（
六
九
〇
）
の
国
会
「
上
大
夫
」
と
同
一
人
物
と
す
る
の
が
有
力
な
説
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

大
化
前
代
の
国
宰
制
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
宮
本
畑
島
に
よ
る
曽
我
部
論
文
批
判
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斜
明
天
皇
二
年
（
六
三
〇
）
に

比
定
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
天
皇
治
世
の
記
載
が
な
く
干
支
年
の
み
で
あ
る
点
で
飾
磨
郡
条
と
記
載
様
式
が
相
違
し
て
い
る
し
、
黒
数
に
関
す

る
記
事
は
当
里
に
し
か
見
え
ず
、
駕
御
原
題
施
行
早
々
の
里
制
整
備
の
画
期
と
見
ら
れ
て
き
た
庚
寅
年
に
お
い
て
、
な
ぜ
三
十
戸
と
い
う
旧
制

を
採
用
し
た
の
か
も
不
可
解
で
あ
る
。
『
風
土
記
隔
の
編
者
が
集
め
た
伝
承
を
整
理
す
る
段
に
持
統
朝
の
里
並
年
と
思
い
込
ん
で
記
し
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ミ
ヤ
ケ
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
改
名
は
あ
っ
て
も
分
割
し
た
と
い
う
事
実
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
も
と
も
と
が
三
十
戸
の
集
落
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
箭
明
朝
も
し
く
は
持
統
朝
に
な
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
「
三
十

戸
に
結
ぶ
」
と
書
く
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。



国造制と大化改新（北）

　
こ
こ
で
再
び
、
先
の
改
薪
詔
第
四
条
の
仕
丁
規
定
に
立
ち
戻
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
其
四
日
、
…
…
。
凡
手
算
者
、
盤
上
旧
毎
二
富
戸
二
人
上
想
レ
鵬
鰍
．
而
毎
二
五
十
戸
一
一
人
、
糊
蘭
弘
以
充
二
諸
司
幻
以
二
五
十
戸
一
夕
二
仕
丁
一
人
之
根
殉
…

　
戸
庸
布
一
丈
二
尺
、
庸
野
辺
斗
。
凡
釆
富
者
、
貢
二
郡
少
領
以
上
姉
妹
及
子
女
形
容
端
正
者
噂
縦
灯
｝
私
以
一
二
百
戸
【
充
二
階
女
一
人
根
牛
沼
布
庸
米
皆
准
二

　
仕
丁
幻

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
徴
発
人
数
一
人
組
対
し
「
以
二
人
一
…
…
」
と
注
記
を
付
す
文
脈
は
全
く
不
可
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
賦
役
令
3
8
仕
丁
条
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
凡
仕
丁
者
、
毎
一
孟
十
戸
一
二
入
。
以
乙
人
…
充
二
廠
丁
相
三
年
一
替
。
…
…
。

と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
て
作
文
し
た
た
め
に
生
じ
た
混
乱
で
あ
る
。
坂
本
太
郎
氏
の
よ
う
に
、
三
十
戸
ご
と
の
一
人
に
加
え
て
別
に
一
人
の
噺

を
充
て
る
と
読
ん
で
合
計
二
人
だ
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
賦
役
令
の
読
み
方
と
の
間
で
一
貫
性
が
保
た
れ
ず
、
場
当
た
り
的
な
読
み
と
い
う
印

　
　
　
　
　
⑨

象
は
拭
え
な
い
。
ま
た
続
く
改
正
後
の
新
制
で
も
「
以
一
一
五
十
戸
　
充
二
仕
丁
一
人
之
根
一
」
と
あ
る
以
上
、
実
際
は
廊
を
含
め
て
二
人
な
の
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
う
論
は
成
り
立
た
な
い
。
確
実
な
定
点
は
、
大
化
二
年
八
月
癸
酉
条
の
晶
部
廃
止
詔
に
も
「
凡
仕
丁
者
、
毎
二
五
十
戸
二
人
」
と
あ
る
点
で
、

「
三
十
戸
か
ら
一
人
」
を
「
五
十
戸
か
ら
一
人
」
に
改
め
た
と
い
う
読
み
は
絶
対
に
動
か
せ
な
い
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
仕
丁
徴
発
の

起
源
が
旧
ミ
ヤ
ケ
か
ら
の
差
発
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
六
十
戸
編
成
が
そ
の
前
提
に
あ
っ
た
と
み
れ
ば
、

「
六
十
戸
の
う
ち
の
三
十
戸
か
ら
一
人
ず
つ
差
点
し
、
計
二
人
の
う
ち
の
一
人
を
仕
丁
に
、
一
人
を
廟
に
す
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
「
以
二

一
人
一
三
レ
噺
也
」
が
自
然
に
理
解
さ
れ
て
く
る
。
六
十
戸
ご
と
に
「
仕
丁
＋
廟
」
の
一
セ
ッ
ト
が
簡
充
さ
れ
る
制
度
な
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
先
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
越
部
里
条
の
「
三
十
戸
に
結
ぶ
」
と
い
う
記
載
も
ま
た
、
箭
明
朝
に
六
十
戸
編
成

の
ミ
ヤ
ケ
を
仕
丁
差
点
基
準
に
従
っ
て
三
十
戸
＋
三
十
戸
に
内
部
編
成
し
直
し
た
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
時
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
子
代
地
域
は
「
越
部
星
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仕
丁
が
徴
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
両
者
、
五
十
戸
一
里
覇
の
成
立
を
島
回
年
籍
以
降
と
考
え
る
。
な
お
、
平
田
氏

　
は
天
武
天
皇
十
三
年
（
六
八
四
）
頃
に
そ
の
制
が
敷
か
れ
た
と
み
る
。
八
木
充

「
律
令
制
村
落
の
形
成
扁
（
同
『
律
令
国
家
成
立
過
程
の
研
究
㎞
塙
沓
房
、
一
九

六
八
年
、
初
出
は
一
九
六
～
年
）
、
平
田
歌
二
「
庚
寅
の
編
籍
に
つ
い
て
」
（
『
史
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学
雑
誌
廊
七
～
…
七
、
一
九
六
工
業
）
。
以
下
の
論
文
も
あ
わ
せ
参
照
。
津
田
左

　
右
吉
川
日
本
上
代
史
の
研
究
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
四
七
年
、
曽
我
部
静
雄
「
わ
が

　
律
令
時
代
の
里
と
郷
と
に
つ
い
て
」
（
欄
史
林
』
三
三
－
五
、
　
九
五
〇
年
）
、
宮

　
本
噴
門
里
制
の
成
立
に
つ
い
て
i
三
十
戸
、
五
十
戸
の
問
題
を
中
心
に
一
」

　
（
咽
日
本
歴
史
㎏
五
八
、
一
九
五
三
年
）
、
彌
歪
曲
三
門
大
化
大
宝
問
の
造
籍
に
つ

　
い
て
」
（
同
門
日
本
古
代
社
会
経
済
史
研
究
撫
岩
波
書
店
、
～
九
八
○
年
、
初
幽

　
は
一
九
五
八
年
）
。

②
　
常
永
貞
三
「
仕
丁
の
研
究
偏
（
彌
永
註
①
著
書
、
初
出
は
　
九
五
一
年
）
。

③
吉
州
は
し
が
き
註
⑥
論
文
。

④
篠
川
澄
「
律
令
舗
成
立
期
の
地
方
支
配
一
『
常
陸
国
風
土
記
臨
の
建
郡

　
（
評
）
記
事
を
と
お
し
て
1
扁
（
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
史
論
考
臨
吉
川
弘

　
文
館
、
一
九
八
○
年
）
。

⑤
こ
の
ほ
か
里
言
と
し
て
、
布
都
奈
村
・
安
伐
星
・
越
前
邑
の
窪
者
が
見
え
る
が
、

　
こ
れ
等
は
板
来
村
の
項
目
に
引
用
さ
れ
た
古
老
に
よ
る
地
名
由
来
諏
に
登
場
す
る

　
に
す
ぎ
ず
、
板
古
里
の
一
部
を
構
成
す
る
自
然
集
落
で
あ
る
。
現
に
、
こ
の
三
考

　
を
除
く
十
二
里
が
魍
和
名
類
聚
抄
㎞
の
郷
名
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
　
鎌
田
元
一
氏
は
咽
常
陸
国
風
土
記
㎞
に
み
え
る
建
評
申
請
者
二
人
を
初
代
評
司

　
と
し
、
国
造
の
肩
書
は
地
位
で
は
な
く
国
造
一
族
を
意
味
す
る
と
い
う
が
（
鎌
田

　
は
し
が
き
註
⑧
論
文
）
、
疑
悶
で
あ
る
。
国
造
拠
点
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
伴
造

　
国
造
の
場
合
は
相
対
的
な
も
の
で
、
国
造
の
地
位
自
体
が
脱
政
治
化
す
る
。
夫
子

　
は
壬
生
部
の
勢
力
の
及
ぶ
行
方
の
評
司
と
し
て
移
動
し
て
い
る
。
な
お
、
壬
生
連

　
麿
の
行
方
地
域
へ
の
勢
力
拡
大
は
、
行
方
郡
条
の
麻
多
智
の
話
に
み
え
る
。

⑦
井
上
等
温
咽
播
暦
風
土
記
新
考
㎞
。
近
年
で
も
、
毛
利
憲
一
「
ミ
コ
ト
モ
チ
の

　
派
遣
と
播
磨
」
（
坂
江
渉
編
著
『
風
土
記
か
ら
み
る
古
代
の
播
磨
触
神
戸
新
覇
総

　
合
繊
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
上
大
夫
と
同
一
人
物
と
み
て
「
余
戸
三

　
十
戸
扁
と
す
る
が
、
『
風
土
記
』
自
身
は
「
余
興
扁
だ
か
ら
「
越
部
扁
と
呼
ば
れ

　
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
と
は
一
雷
も
い
っ
て
い
な
い
ρ

⑧
　
曽
我
部
註
①
論
文
に
薄
す
る
宮
本
註
①
論
文
に
よ
る
批
判
。

⑨
坂
本
は
し
が
き
註
②
著
書
。

⑳
資
養
物
量
は
、
庸
米
五
斗
×
五
〇
戸
1
一
二
五
〇
斗
で
あ
る
。
他
方
、
＝
人
一

　
品
分
」
の
米
を
奈
良
帯
代
の
支
給
量
を
参
考
に
計
算
す
る
と
、
六
二
×
一
九
ヶ
月

　
＋
五
・
八
斗
×
一
八
ヶ
月
1
1
二
～
八
・
四
斗
（
閏
月
含
め
て
三
年
分
）
、
二
～

　
八
・
四
斗
＋
三
年
U
七
一
一
・
七
言
（
｝
年
分
）
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
、
二
入
一

　
年
分
と
考
え
て
み
て
も
、
一
人
三
年
分
と
考
え
て
み
て
も
合
わ
な
い
。
庸
米
規
定

　
は
資
養
物
と
い
う
性
格
か
ら
す
で
に
謡
離
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
庸
米

　
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
氏
の
疑
義
が
あ
る
。
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第
四
章
　
立
評
と
地
域
編
成

再
び
郡
の
等
級
規
定
に
つ
い
て
一

第
一
節
　
立
郡
規
定
に
み
え
る
数
字
の
意
味

ミ
ヤ
ケ
系
の
評
と
国
造
稲
置
系
の
評
一

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
改
新
詔
に
記
さ
れ
た
郡
の
等
級
規
定
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
従
来
、
孝
徳
朝
の
天
下
立

評
を
評
価
す
る
場
合
、
五
十
戸
を
基
礎
に
お
く
立
評
が
如
何
に
し
て
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
た
な
五
十
戸
の
設
定
に



国造制と大化改新（北）

表2　改新戸立郡規定にみられる既存の秩序の摺り合わせ

ミヤケ系領域． 郡の等級 国造稲置系領域

66戸x40里＝2400戸〔旧大郡〕 大洗

U0戸×4墨需240戸〔旧小郡〕

　　中郡

黶@　暫　曹　眉　　n　　門　　一　　嘩　一　　甲　　一　　一　一　　，

@　宇都

80戸×30里以下＝2400戸以下

@　　　　↑

W0戸x10里〔旧稲圃冨800戸

@　　　　↓
W0戸×4里以上＝320里以上一　一　一一一　一一■一■一一一　一■曹幽冒・一曽一．曹　虚一曽曽，曽曽檜一幽　F一，一

小郡 80戸×3里　＝240里

は
「
そ
れ
を
遂
行
す
る
主
体
」
が
必
要
で
あ
り
、
評
は
五
十
戸
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
立
道
の
前
提
に
は
国
造
稲
置
系
の
八
十
戸
編
成
と
ミ
ヤ
ケ
系
の
六
十
戸

編
成
と
い
う
二
つ
の
秩
序
が
並
存
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
両
者
を
一
元
化
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
み
を
根
本
的
に
解
体
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
摺
り
合
わ
せ

が
志
向
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
ま
た
至
便
で
あ
る
。
実
は
、
改
新
詔
に
み
え
る
郡
の
等
級
規
定

の
数
字
は
、
こ
の
八
十
戸
編
成
と
六
十
戸
編
成
と
を
＝
兀
化
す
る
際
に
必
要
な
数
字
と
み
て
こ
そ
十

全
に
理
解
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
こ
の
こ
と
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
仮
説
を
保
証
し
て
く

れ
て
い
る
。
以
下
、
具
体
的
に
そ
の
こ
と
を
示
す
（
表
2
）
。

　
①
改
新
詔
の
立
郡
規
定
に
は
、
四
十
里
、
三
十
里
、
四
里
、
三
里
と
い
う
4
・
3
か
ら
な
る
規

則
的
な
数
列
が
現
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
6
0
・
8
0
両
者
の
問
に
最
小
公
倍
数
を
生
み
出
す
数
字
で
あ
る
。

八
十
戸
と
六
十
戸
と
い
う
二
つ
の
異
質
な
秩
序
が
混
交
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
一
里
に
見
立
て

ら
れ
、
八
○
戸
×
3
ほ
二
四
〇
戸
、
六
〇
戸
×
4
睦
二
四
〇
戸
、
も
し
く
は
八
○
戸
x
3
0
1
1
二
四
〇

〇
戸
、
六
〇
戸
×
4
0
1
一
二
四
〇
〇
戸
と
い
う
摺
り
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
こ

れ
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
る
基
準
戸
数
は
二
四
〇
戸
と
二
四
〇
〇
戸
で
あ
る
。

　
②
摺
り
合
せ
の
基
準
に
な
る
の
は
、
国
造
部
内
に
上
か
ら
設
定
さ
れ
、
画
一
的
な
規
格
を
有
し

た
ミ
ヤ
ケ
系
の
秩
序
で
あ
ろ
う
。
東
国
国
司
詔
に
は
「
大
小
所
レ
領
国
衆
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
、

難
波
や
筑
紫
に
「
大
郡
」
「
小
郡
」
な
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
ミ
ヤ
ケ
に
は
現
実

に
大
小
二
つ
の
規
格
が
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
郡
は
難
波
・
筑
紫
な
ど
の
外
交
施
設
や
官
衙
・
居

館
を
含
む
大
規
模
な
特
別
区
、
小
郡
は
ミ
ヤ
に
転
化
で
き
る
程
度
の
標
準
的
な
ミ
ヤ
ケ
で
、
子
代
規
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①

模
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
六
〇
戸
×
四
〇
里
1
1
二
四
〇
〇
戸
と
六
〇
戸
×
四
里
1
1
二
四
〇
戸
と
い
う
基
準
戸
数
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
二
つ
の
基
準
と
な
る
ミ
ヤ
ケ
系
の
郡
を
、
新
た
な
「
上
郡
」
「
中
郡
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
基
準
に
し
た
こ
と
は
、
新
名
称
に
ミ
ヤ
ケ
系

統
の
「
コ
ホ
リ
（
郡
・
評
）
」
の
語
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
と
も
対
応
す
る
。

　
③
こ
の
二
つ
の
基
準
を
に
ら
み
な
が
ら
、
多
様
性
を
有
す
る
旧
い
国
造
稲
置
系
の
秩
序
を
「
郡
の
ラ
ン
ク
」
と
「
包
含
す
る
戸
数
の
多

少
」
と
が
逆
転
し
な
い
よ
う
に
摺
り
合
わ
せ
て
い
く
。
標
準
的
な
国
造
の
領
有
は
一
〇
稲
置
×
八
○
戸
1
1
八
○
○
戸
程
度
で
あ
り
、
八
○
戸
×

「
三
〇
里
」
1
1
二
四
〇
〇
戸
一
八
○
戸
×
「
三
里
」
1
1
二
四
〇
戸
が
、
戸
数
に
逆
転
が
発
生
し
な
い
た
め
の
極
限
値
と
な
る
。
国
造
稲
置
系
の

郡
を
ミ
ヤ
ケ
系
の
郡
よ
り
も
下
位
の
存
在
と
位
置
づ
け
、
そ
の
間
に
配
さ
れ
る
国
造
稲
置
系
の
郡
を
そ
れ
ぞ
れ
「
中
郡
」
「
小
郡
」
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
婚
星
が
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
端
的
に
い
え
ば
、
当
規
定
の
数
字
が
、
五
十

戸
｝
里
の
編
成
を
遂
行
し
て
い
く
主
体
1
1
郡
（
評
）
を
設
定
す
る
べ
く
旧
来
の
六
十
戸
・
八
十
戸
を
そ
の
ま
ま
一
里
に
見
立
て
て
設
定
し
た

「
換
算
数
値
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
旧
来
の
支
配
系
統
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
形
で
郡
（
評
）
が
確
定
さ
れ
、
そ
の
後
あ
ら
た
め
て
内

部
を
五
十
戸
編
成
へ
と
切
り
替
え
る
作
業
が
開
始
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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第
二
簾
　
立
評
以
降
の
評
の
内
部
編
成

　
傍
証
を
掲
げ
よ
う
。
第
一
は
、
『
出
雲
国
風
土
記
晦
の
郷
数
記
事
で
あ
る
。
出
雲
国
の
諸
王
を
構
成
す
る
郷
数
は
、
「
八
郷
」
「
四
郷
」
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
。
例
外
は
、
意
馬
郡
の
十
一
郷
と
飯
石
郡
の
七
郷
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
つ
て
石
母
田
正
・
井
上
光
貞
両
氏
が
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
よ
う
に
、
意
宇
郡
を
除
く
出
雲
国
の
郡
司
や
戸
主
の
大
多
数
が
部
を
冠
す
る
氏
の
名
を
有
し
て
い
る
。
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
「
出
雲
国

大
税
賑
給
歴
名
帳
」
の
戸
主
は
部
姓
の
者
が
非
常
に
多
く
、
全
体
の
約
四
割
の
百
三
十
戸
、
「
部
＋
姓
」
を
加
え
る
と
八
割
の
一
睡
○
戸
を
占

め
る
。
ま
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
天
平
年
度
の
郡
司
名
十
八
の
う
ち
約
六
割
に
及
ぶ
十
六
が
準
準
で
あ
る
。
出
雲
国
の
大
部
分
が
ミ
ヤ
ケ
支

配
で
透
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
四
郷
（
里
）
」
を
基
本
単
位
と
し
た
立
読
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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表3　「禄令」の位封規定と「慶雲三年二月十六日格」の位封規定との比較

正一位 従一位　正二位　従二位　正三位　従三位　正四位 従四位

禄令位封条

@（戸数差）

300

@　（40）

260　　200　　170　　130　　100　　位禄
@　（60）　　　　（30）　　　　（40）　　　　（30）

位禄

慶雲三年格

@（戸数差）

600

@（100）

500　　　　　350　　　　　300　　　　　250　　　　　200　　　　　100

@（150）　　　　（50）　　　　（50）　　　　（50＞　　　（IOO） （20）

80

　
先
述
の
ミ
ヤ
ケ
の
基
準
規
模
六
〇
戸
×
四
里
1
1
二
四
〇
戸
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
四
毘
」
「
八
里
」
が

頻
出
す
る
の
は
、
二
四
〇
戸
の
小
ミ
ヤ
ケ
、
も
し
く
は
そ
の
複
合
と
し
て
当
該
地
域
の
郡
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
ミ
ヤ
ケ
を
核
に
し
て
郡
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
形
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
底
土
郡
は
例

外
で
あ
る
。
そ
の
特
殊
性
は
国
造
の
本
拠
地
ゆ
え
に
国
造
稲
置
系
統
の
支
配
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
が
十
一
郷
で
あ
り
、
十
稲
置
に
近
い
数
字
で
あ
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
。

　
第
二
に
、
大
化
二
年
三
月
の
い
わ
ゆ
る
皇
太
子
奏
請
に
お
い
て
、
「
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
」
と
し
て
入
部
五
二

四
口
、
屯
倉
一
八
一
所
と
い
う
数
掌
が
見
え
る
。
こ
の
数
字
は
、
細
か
い
「
端
数
」
ま
で
記
載
し
た
具
体
的
な
も

の
で
、
何
ら
か
の
根
拠
の
あ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
文
脈
か
ら
み
て
仕
丁
差
点
率
で
計
算
す
べ
き
も

　
　
　
③

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
六
十
戸
か
ら
仕
丁
一
人
（
癬
は
含
め
ず
）
と
な
る
（
蕨
も
広
義
の
仕

丁
で
は
あ
る
が
、
大
宝
令
に
い
た
る
ま
で
あ
く
ま
で
「
癬
」
と
書
く
。
「
蕨
廟
所
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
養
老
令
か
ら
で
、

の
ち
仕
丁
の
頭
数
に
取
り
込
ま
れ
、
『
延
喜
式
』
で
は
闘
を
設
定
し
な
く
な
る
）
。
子
代
系
の
＝
・
、
ヤ
ケ
を
二
四
〇
戸
と
す

る
と
、
そ
こ
か
ら
の
徴
発
人
数
は
四
人
と
な
り
、
屯
倉
一
八
一
所
x
四
人
1
1
七
二
四
人
と
な
る
。
五
二
四
人
と
類

似
し
た
端
数
が
現
わ
れ
る
。
北
野
本
で
も
五
二
四
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
仕
丁
微
発
率
で
計
心
し
て
端
数
が
ぴ
た

り
と
合
う
こ
と
は
示
唆
的
で
、
「
五
二
四
」
が
「
七
二
四
」
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
を
あ
え
て
提
示
し
て
お
き
た

い
。

　
第
三
は
、
先
の
常
陸
国
行
方
郡
の
「
七
〇
〇
余
戸
」
で
あ
る
。
「
茨
城
地
八
里
、
那
珂
地
四
里
」
と
い
う
既
述

の
復
元
案
を
取
る
な
ら
ば
、
壬
生
部
の
伴
造
が
領
す
る
ミ
ヤ
ケ
を
評
に
見
立
て
た
も
の
が
行
方
郡
で
、
や
は
り

「
四
里
」
「
八
里
」
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
三
節
　
食
封
規
定
に
投
影
さ
れ
た
里
の
構
成

32 （266）

　
最
後
に
、
里
制
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
食
逸
規
定
の
数
字
を
見
て
み
よ
う
。
食
封
は
直
接
的
な
利
害
が
絡
む
だ
け
に
、
卓
上
の
二
七
に
基
づ

く
戸
数
で
は
な
く
、
実
在
の
黒
を
想
定
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
職
封
の
支
給
は
改
新
詔
令
一
条
に
子
代
・
部
曲
廃
止
の
代
替
と
し

て
い
ち
早
く
現
わ
れ
、
皇
太
子
奏
請
に
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
、
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
四
月
条
を
経
て
職
封
に
至
る
と
い
う
沿
革
を
有

す
る
。
た
だ
そ
の
数
字
は
巨
大
で
何
と
で
も
解
釈
で
き
る
の
で
措
き
、
こ
こ
で
は
位
封
に
注
目
す
る
。
位
封
は
、
甲
子
年
部
曲
の
廃
止
後
、
天

武
天
皇
五
年
八
月
に
小
錦
以
上
に
賜
っ
た
食
封
の
系
譜
を
引
く
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
数
列
に
注
目
す
る
と
、
一
見
不
規
則
に
み
え
る
数
字
の
間
隔
に
3
0
と
4
0
と
い
う
数
字
が
繰
り
返
し
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
（
表

3
）
。
こ
れ
が
5
0
を
基
準
と
す
る
数
列
に
是
正
さ
れ
る
の
は
漸
く
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
二
月
十
六
日
格
（
禄
令
封
芦
条
集
解
古
記
賢
能
）
に
お
い

て
で
あ
る
。
改
新
詔
の
「
賜
二
食
封
大
央
以
上
↓
各
有
レ
差
」
に
始
ま
る
食
盛
は
部
曲
に
替
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
初
は
六
十
戸
・
八
十

戸
を
分
割
し
た
三
十
戸
・
四
十
戸
と
い
う
既
成
の
編
成
を
用
い
た
単
位
ご
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
再
支
給
で
処
理
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
利

害
が
絡
む
対
象
で
も
あ
り
、
国
司
制
度
の
整
備
に
前
後
し
て
支
給
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
見
立
て
で
は
な
く
現
実
の
戸
数
が
問
題
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
令
鋼
食
封
の
規
定
か
ら
、
実
態
と
し
て
三
十
戸
・
四
十
戸
の
枠
組
み
が
大
宝
令
制
定
前
後
ま
で
残
存
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら

　
　
　
　
　
　
④

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
大
化
前
代
の
旧
来
の
秩
序
は
八
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
五
十
戸
制
の
背
後
で
機
能
し
続
け
て
い
た
。

①
坂
本
太
郎
「
大
化
改
新
詔
の
三
瀬
性
の
間
遮
に
つ
い
て
」
（
隅
坂
本
太
郎
著
作

　
集
』
第
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
｝
九
五
二
年
）
。

②
石
母
田
正
「
天
平
十
一
年
娼
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳
に
つ
い
て
」
（
『
石
母
田
正

　
著
作
集
㎞
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
～
九
八
八
年
。
初
出
は
一
九
三
八
年
目
、
井
上

　
第
二
章
註
①
論
文
。

③
横
田
健
一
「
壬
申
の
乱
前
に
お
け
る
大
海
入
皇
子
の
勢
力
に
つ
い
て
」
（
同

　
『
白
鳳
天
平
の
世
界
亜
創
元
社
、
一
九
七
三
年
。
初
出
は
一
九
五
六
年
）
。

④
　
八
木
充
「
大
化
改
新
詔
の
述
作
に
つ
い
て
」
（
隅
山
ロ
大
学
文
学
会
誌
』
一
～

　
一
一
、
一
九
六
〇
年
）
は
、
門
信
頼
で
き
る
碧
空
記
事
は
、
天
上
潮
年
紀
以
降
ほ

　
ぼ
持
統
元
年
－
五
年
を
さ
か
い
に
三
〇
戸
な
い
し
六
〇
戸
か
ら
五
〇
戸
ご
と
に
賜

　
給
さ
れ
る
傾
向
を
検
出
で
き
る
」
と
し
、
門
封
戸
は
通
僧
里
単
位
に
支
給
さ
れ
る

　
か
ら
、
…
…
持
統
初
年
以
前
三
〇
戸
…
里
制
施
行
の
可
能
性
が
推
論
さ
れ
る
」
と



し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
荷
札
木
簡
の
表
記
が
「
五
十
戸
」
か
ら
「
黒
」
に
変

化
す
る
天
武
天
皇
十
年
ご
ろ
と
対
応
す
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
も
遺

制
と
し
て
大
宝
禄
令
規
定
に
ま
で
残
存
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

む
　
　
す
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最
後
に
本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
（
1
）
　
大
化
前
代
の
地
域
編
成
は
、
〔
A
〕
国
造
一
県
稲
置
－
公
民
（
国
家
所
有
公
民
）
、
〔
B
〕
大
小
伴
造
の
ミ
ヤ
ケ
ー
部
民
、
〔
C
〕
王
・

臣
連
耳
糸
の
ミ
ヤ
ケ
・
ヤ
ケ
ー
子
代
入
部
・
豪
族
部
曲
、
と
い
う
三
系
統
か
ら
な
り
、
〔
A
〕
〔
B
〕
は
公
的
な
国
家
制
度
、
〔
C
〕
は
私
的
な

領
有
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
東
国
に
お
い
て
は
、
大
化
元
年
に
発
遣
さ
れ
た
第
一
次
東
国
国
司
に
よ
り
〔
A
〕
〔
B
〕
に
改
革
の
メ
ス
が
入
り
、

〔
C
〕
の
方
は
改
新
詔
を
受
け
て
大
化
二
年
平
冠
の
第
二
次
東
国
国
司
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ

　
（
2
）
　
〔
A
〕
の
国
造
一
県
稲
置
の
支
配
系
統
は
、
①
別
を
媒
介
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
宗
教
的
族
制
的
性
格
を
濃
厚
に
有
す
る
〈
プ
レ

国
造
制
〉
（
五
世
紀
頃
に
確
立
）
、
②
ミ
コ
ト
モ
チ
発
遣
を
受
け
て
国
造
が
部
内
支
配
を
実
現
し
、
内
部
に
〔
B
〕
〔
C
〕
を
も
取
り
込
む
こ
と
に

な
っ
た
〈
国
司
国
造
制
（
国
宰
制
）
〉
、
と
い
う
歴
史
的
な
二
段
階
を
経
て
発
展
し
た
。
馴
階
書
倭
国
伝
』
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
十
稲
置
八
十
戸
編

成
は
、
①
の
段
階
に
お
け
る
国
造
管
下
の
編
成
が
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
八
月
に
国
司
が
発
遣
さ
れ
、
国
造
と
共
に
部
内
を
巡
行
し
、

二
月
に
朝
集
し
て
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
と
い
う
制
度
で
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
は
西
国
と
一
部
東
国
（
近
国
）
に
お
い
て
は
既
に
六
世
紀
初
頭
に

萌
芽
的
に
成
立
し
、
推
古
朝
に
は
確
立
し
て
い
た
。

　
（
3
）
　
〔
B
〕
の
官
司
に
付
属
す
る
公
的
ミ
ヤ
ケ
系
統
の
領
有
、
〔
C
〕
の
王
臣
の
入
部
・
部
曲
の
領
有
は
、
公
私
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

中
央
か
ら
規
格
性
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
い
う
共
通
の
淵
源
を
有
し
、
六
十
戸
単
位
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
三
十
芦
ご
と
の
仕
丁
差
点
規
定

は
こ
れ
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
で
、
六
十
戸
ご
と
に
「
仕
丁
＋
魔
』
の
一
セ
ッ
ト
が
簡
充
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
（
4
）
　
天
下
立
評
（
立
郡
）
は
、
先
行
す
る
複
線
的
な
地
域
編
成
〔
A
〕
お
よ
び
〔
B
〕
〔
C
〕
が
く
国
司
国
造
制
〉
の
も
と
国
造
部
内
に
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取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
五
十
戸
の
編
成
を
遂
行
す
る
主
体
1
1
評
を
創
設
す
る
べ
く
、
既
存
の
六
十

戸
編
成
と
八
十
戸
編
成
と
い
う
異
質
な
秩
序
を
そ
の
ま
ま
里
に
見
立
て
て
摺
り
合
わ
せ
る
換
算
数
値
と
し
て
大
化
の
立
郡
規
定
を
設
定
し
た
。

し
か
し
、
旧
来
の
秩
序
は
「
厳
令
」
の
位
封
規
定
に
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
初
頭
ま
で
制
度
の
背
後
で
存
続
し
た
。

　
近
年
の
孝
徳
朝
天
下
立
言
の
再
評
価
と
石
神
遺
跡
に
お
け
る
評
制
木
簡
の
出
土
を
う
け
て
、
旧
部
民
の
み
な
ら
ず
｝
般
の
公
民
ま
で
も
が
五

十
戸
に
編
戸
さ
れ
、
孝
徳
朝
以
降
の
新
た
な
税
制
を
支
え
た
と
い
う
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
現
在
、
あ
ら
た
め
て
立
評
と
編
戸
と
の
相
互
関
係

が
問
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
五
十
戸
制
を
実
施
し
て
い
く
主
体
と
し
て
の
評
が
、
ま
ず
は
五
十
戸
と
は
無
関
係
に
生
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
こ
に
は
旧
来
の
枠
組
み
が
そ
の
ま
ま
取
り
込
ま
れ
、
伴
造
国
造
た
ち
は
「
再
造
の
地
位
」

「
国
造
領
の
保
持
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
つ
つ
、
評
の
官
人
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
薗
田
香
融
氏
の
学
説
で
あ
る
。
氏
は
大
化
前
代
の
地
域
編
成
と
し
て
、
国
造
領
・
皇
室
領
の
二
系
統
が
存
在
し
、

律
令
制
は
こ
れ
ら
の
支
配
を
継
承
、
改
編
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
い
わ
ば
複
合
的
に
成
立
し
た
と
い
う
。
口
分
田
の
田
租
、
出
挙
の
営
料
税
、

賃
租
の
地
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
造
領
、
皇
室
領
の
ミ
ヤ
ケ
、
王
臣
の
私
的
な
ヤ
ケ
の
農
地
経
営
法
に
起
源
を
も
ち
、
歳
役
・
雑
揺
、
仕
丁
な
ど

の
力
役
も
ま
た
、
国
造
領
の
エ
ダ
チ
・
ミ
ユ
キ
、
皇
室
領
の
仕
丁
の
性
格
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
と
い
う
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
薗
田
氏
の
提
示

し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
別
の
角
度
か
ら
具
体
化
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
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［
付
記
］
本
稿
の
一
部
は
、
二
〇
〇
七
年
十
～
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
～
〇
五
回
史
学
会
大
会
日
本
史
部
会

　
　
あ
る
。
発
表
当
日
や
準
備
段
階
で
ご
教
示
・
ご
助
力
を
賜
っ
た
方
々
に
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

（
古
代
）
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
で

（
同
志
社
大
学
文
学
部
准
教
授
）



The　Kohazo一　System　and　the　Taika　Reformation：　The　Structure　of

　　　　　　　　　Local　Government　prior　to　the　Taika　Reforms

by

KITA　Yasuhiro

　　This　study　examines　the　form　of　regioRal　organization　that　predated　the

establlshme賊of勿δ評（distrlcts　tha宅we靴called肋7のunder　Emperor　K6toku

by　analyzing　the　regulations　on　gun　as　（districts　also　read　koMrab　that　appear　in

imperial　edicts　of　the　Taika　Reformation．

　　Regional　organization　in　the　period　prior　to　the　Taika　Reformation　caR　be

reconstructed，　revealing　that　there　were　two　basic　types　of　regional

government　organization．　The　first　basic　type　of　rule　was　the　public　rule　of

provinces　that　coRstituted　a　national　goverRment　system，　which　consisted　of

two　forms：system　A）whlch　was　made　up　of　i．）ん。舳gδ国造，　regional　chiefs

aiso　called　kuni　no耀ソatsuko，　ii．．）agateπo　inaki県稲遣，　headmen，　and　iiz［．）

kohkamin国家民，　the　local　population　who　were　citizens　of　the　state；and

system　B）which　was　made　up　of　i．）∂ακgσ伴造，　supervisors　also　called　tomo　no

miyatsuho，　who　headed　the　various〃z国払屯倉（estates　under　direct　control　of

the　Court）　and　ii）　pub｝ic　laborers　cai｝ed　bemin　XtsEkl．　The　second　basic　type　of

regioRal　organization，　based　on　private　domains　called　yahe　（manor），　can　be

called　system　C，　and　it　consisted　of　i．）δ王，　royalty，　shin臣，　ministers　also

called　omi，　ren連，　group　leaders　also　called　murnji　and　banzo一　and　ii）　aymbu入

部and　bekyOku部曲，　private　retainerS．

　　The　system　of　rule　labeled　A　was　formed　in　two　stages：　（1）　the　pre－hoku20－

systemプレ国造制of　religious　rule　f㊥m　the　sth　century　onward　that　was

based　on　the　holy　lineage卿罐6珊，　ahd（2）kokuski一々。加gσsystem国司国造制

under　which　local　rule　was　carried　out　by　a　prefect，　called　kokusai国宰，　a

provincial　governor　also　calied　mikotomochi，　who　was　dispatched　from　the

ceRtral　government　since　the　end　of　the　6th　century．

　　The　system　of　ten　headlnen十稲置（shidaozhi，　Jpns．妬’〃盈のand　eighty

households八十戸（basltiltu，　Jpns，勿。吻’励。），　which　is　seen　in　the　Suishu　wr書，

is　also　a　legacy　of　the　system　of　the　kokuzo一　orgaRization　of　territory　of　the

former　stage．　The　dispatch　of　the　hohusai　〈mikotomochz）　in　the　eighth　month

was　part　of　a　new　system　of　cyclical　regional　inspections　that　required　these

（　370　）



reg：iona豆officials　return　and　assemb至e　at　the　court（酌σs肋朝集）during　the

second　month．　This　system　is　thought　to　have　been　established　in　the　western

provinces　by　the　time　of　the　reigR　of　Emperor　Suiko　and　expanded　to　cover　the

eastern　and　home　provinces　at　the　time　of　the　Taika　Reformation．

　　The　regional　systems　of　rule　B　and　C　differed　in　the　sense　that　the　former　was

public　and　the　latter　private，　but　they　both　traced　their　origin　to　the　mlyake

established　witltin　tlte　territory　of　tlte　1｛oku20一，　and　both　were　organized　into

sixty　households．

　　The　edicts　of　the　Taika　Reformation　that　stipulated　the　establishment　of　the

gun　incorporated　systems　B　and　C　with　A　in　the　kohuzo一　territory，　and　employed

a　numerical　conversion　of　anomalous　regional　organization　of　dual　systems　of

sixty　or　eighty　households　into　a　unified　system　of　ri里（settlements　also　ea｝｝ed

sato）．　The　establishment　of　the　gun（written郡or評）was　primarily圭ntended　as

the　principle　vehicle　in　implementing　a　new　fifty－household　system　of

organization．　The　system　of　provincial　government　prior　to　the　Taika

Reformation，　which　can　be　reconstructed　from　the　edicts　of　the　Reforms　that

stipulated　the　formation　of　the　gun，　corresponds　with　the　theory　of　Sonoda　K6yrt

薗田香融who　saw　the　dual　structure　of　tax　systems　of　the　n’tsuf3tO　state　as

traceable　to　the　period　prior　to　the　Taika　Reforrnation．

A　Tentative　Study　of　lntemational　Cooperation　between

　　　　the　Korean　and　Taiwanese　National　Movements

　　during　the　Colonial　Period，　Focusing　en　lts　Origins

　　and　Transformation　Process　during　the　lnitial　Stage

by

ONO　Yasuteru

　　Among　the　studies　of　the　Rational　movements　in　Korea　and　Taiwan　during

colonial　period　there　have　been　some　studies　that　pay　attention　to　the

relationship　between　social　movements　in　imperial　Japan　and　China，　which　a

major　place　of　asylum，　but　these　studies　have　seldom　touched　on　the

relationship　between　the　national　movements　of　Korea　and　Taiwan．　The

historical　reality　of　the　relationship　thus　remains　unclear．　The　purpose　of　this
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